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変
更

前
 

変
更

後
 

地
震

力
が

作
用

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

接
地

圧
に

対
す

る
十

分
な

支
持

力
を

有
す

る
地

盤
に

設
置

す

る
。
 

耐
震
重
要
施
設
、
又
は
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大

事
故
緩
和
設
備
が

設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾

斜
及

び
撓

み
並

び
に

地
震

発
生

に
伴

う
建

物
・
構
築

物
間

の
不

等
沈

下
、
液

状
化

及
び

揺
す

り
込

み
沈

下

等
の
周
辺
地
盤
の
変
状
に
よ
り

、
そ
の
安
全
機
能
、
又
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機

能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
地
盤
と
し
て
、
設
置
（
変
更
）
許
可
を
受
け
た
地
盤
に
設
置
す
る
。
 

耐
震
重
要
施
設
、
又
は
、
常

設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対

処
施
設
は
、
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
な
い
地
盤

と
し
て
、
設
置
（
変
更
）
許
可
を
受
け
た
地
盤
に
設
置
す
る
。
 

S
ク

ラ
ス

の
建

物
・

構
築

物
、

屋
外

重
要

土
木

構
造

物
、

津
波

防
護

施
設

、
浸

水
防

止
設

備
及

び
津

波

監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
の
地
盤
、
又
は
、
常
設
耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
建
物
・
構

築
物
及
び
土
木
構
造
物
の
地
盤
の
接
地
圧
に
対
す
る
支
持
力
の
許
容
限
界
に
つ
い
て
、
自
重
や
運
転
時
の

荷
重
等
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
が
、
安
全
上
適
切
と
認

め
ら

れ
る

規
格

及
び

基
準

等
に

よ
る

地
盤

の
極

限
支

持
力

度
に

対
し

て
妥

当
な

余
裕

を
有

す
る

こ
と

を

確
認
す
る
。
 

ま
た

、
S
ク

ラ
ス

の
建

物
・

構
築

物
の

地
盤

に
つ

い
て

は
、

自
重
や

運
転

時
の

荷
重

等
と

弾
性

設
計

用

地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
に
つ
い
て
、
安
全
上

適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
等
に
よ
る
地
盤
の
短
期
許
容
支
持
力
度
を
許
容
限

界
と
す
る
。
 

B
ク
ラ
ス
及
び
C
ク
ラ
ス
の
建
物
・
構
築
物
、
並
び
に
そ
の
他
の
土
木
構
造
物
の
地
盤
、
又
は
、
常
設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
以

外
の

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設

の
建
物
・
構
築
物
、
機
器
・
配
管
系
及
び
土
木
構
造
物
の
地
盤
の
接
地
圧
に
対
す
る
支
持
力
の
許
容
限
界

に
つ
い
て
は
、
自
重
や
運
転
時
の
荷
重
等
と
各
施
設
に
応
じ
て
算
定
す
る
静
的
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ

り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
に
つ
い
て
、
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
等
に
よ
る
地
盤
の
短
期

許
容
支
持
力
度
を
許
容
限
界
と

す
る
。
 

 

1
.
2
 
急
傾
斜
地
の
崩
壊
の
防
止
 

急
傾

斜
地

の
崩

壊
に

よ
る

災
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
指

定
さ

れ
た

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

区
域
で
な
い
地
域
に
設
備
を
施
設
す
る
。
 

地
震

力
が

作
用

し
た

場
合

に
お

い
て

も
、

接
地

圧
に

対
す

る
十

分
な

支
持

力
を

有
す

る
地

盤
に

設
置

す

る
。
 

耐
震
重
要
施
設
、
又
は
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が

設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾

斜
及

び
撓

み
並

び
に

地
震

発
生

に
伴

う
建

物
・
構
築

物
間

の
不

等
沈

下
、
液

状
化

及
び

揺
す

り
込

み
沈

下

等
の
周
辺
地
盤
の
変
状
に
よ
り
、
そ
の
安
全
機
能
、
又
は
、
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た

め
に
必
要
な
機

能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
地
盤
に
設
置
す
る
。
 

耐
震
重
要
施
設
、
又
は
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
な
い
地
盤

と
し
て
、
設
置
（
変
更
）
許
可
を
受
け
た
地
盤
に
設
置
す
る
。
 

S
ク

ラ
ス

の
建

物
・

構
築

物
、

屋
外

重
要

土
木

構
造

物
、

津
波

防
護

施
設

、
浸

水
防

止
設

備
及

び
津

波

監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
の
地
盤
、
又
は
、
常
設

耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
若
し
く
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処

施
設
の
建
物
・
構

築
物
及
び
土
木
構
造
物
の
地
盤
の
接
地
圧
に
対
す
る
支
持
力
の
許
容
限
界
に
つ
い
て
、
自
重
や
運
転
時
の

荷
重
等
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
が
、
安
全
上
適
切
と
認

め
ら

れ
る

規
格

及
び

基
準

等
に

よ
る

地
盤

の
極

限
支

持
力

度
に

対
し

て
妥

当
な

余
裕

を
有

す
る

こ
と

を

確
認
す
る
。
 

ま
た

、
S
ク

ラ
ス

の
建

物
・

構
築

物
の

地
盤

に
つ

い
て

は
、

自
重
や

運
転

時
の

荷
重

等
と

弾
性

設
計

用

地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
に
つ
い
て
、
安
全
上

適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
等
に
よ
る
地
盤
の
短
期
許
容
支
持
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
。
 

B
ク
ラ
ス
及
び
C
ク
ラ
ス
の
建
物
・
構
築
物
、
並
び
に
そ
の
他
の
土
木
構
造
物
の
地
盤
、
又
は
、
常
設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
以

外
の

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設

の
建
物
・
構
築
物
、
機
器
・
配
管
系
及
び
土
木
構
造
物
の
地
盤
の
接
地
圧
に
対
す
る
支
持
力
の
許
容
限
界

に
つ
い
て
は
、
自
重
や
運
転
時
の
荷
重
等
と
各
施
設
に
応
じ
て
算
定
す
る
静
的
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
よ

り
算
定
さ
れ
る
接
地
圧
に
つ
い
て
、
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
等
に
よ
る
地
盤
の
短
期

許
容
支
持
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
。
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急
傾
斜
地
の
崩
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防
止
 

変
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な
し
 

2
.
 
自
然
現
象
 

2
.
1
 
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

2
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1
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耐
震
設
計
 

2
.
1
.
1
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

(
1
)
 
耐
震
設
計
の
基
本
方
針
 

耐
震
設
計
は
、
以
下
の
項
目
に
従
っ
て
行
う
。
 

a
.
 
耐

震
重

要
施

設
は

、
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

に
対

し
て

、
そ

の
安

全
機

能
が

損
な

わ
れ

2
.
 
自
然
現
象
 

2
.
1
 
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

2
.
1
.
1
 
耐
震
設
計
 

2
.
1
.
1
.
1
 
設
計
基
準
対
象
施
設
及
び
重
大
事
故
等
対
処
施
設
 

 

変
更
な
し
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変
更

前
 

変
更

後
 

る
お
そ
れ
が
な
い
設
計
と
す
る
。
 

b
.
 
設

計
基

準
対

象
施

設
は

、
地

震
に

よ
り

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

安
全

機
能

の
喪

失
（

地
震

に
伴

っ
て

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

津
波

及
び

周
辺

斜
面

の
崩

壊
等

に
よ

る
安

全
機

能
の

喪

失
を
含
む
。
）
及
び

そ
れ
に
続
く
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
各

施
設
の
安
全
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
の
影
響
の
相
対
的
な
程
度
（
以
下
「
耐

震
重
要
度
」
と
い

う
。
）
に
応
じ
て
、
耐
震
重
要
度
分
類
を
S
ク
ラ
ス
、
B
ク
ラ
ス
及
び
C
ク
ラ
ス
に
分
類
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
た
地
震
力
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
設
計
と
す
る
。
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
は

、
各

設
備

が
有

す
る

重
大

事
故

等
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

機
能

及
び

設
置

状
態

を
踏

ま
え

て
、

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

、
常

設
耐

震
重

要

重
大

事
故

防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
、

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

及
び

可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

分
類

し
、

分
類

し
た

設
備

が
設

置
さ

れ
る

施
設

の
区

分
に

応

じ
た
地
震
力
に
よ
る
設
計
と
す
る
。
 

c
.
 
S
ク

ラ
ス

の
施

設
（

e
.
に

記
載

の
も

の
を

除
く

。
）

は
、

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
に

対
し

て
そ

の
安

全
機

能
が

保
持

で
き

る
設

計
と

す
る

。
動

的
機

器
に

つ
い

て
は

、
当

該
機

器
の

構

造
、

動
作

原
理

等
を

考
慮

し
た

評
価

を
行

う
こ

と
、

又
は

既
往

研
究

で
機

能
維

持
の

確
認

が

な
さ

れ
た

機
能

確
認

済
加

速
度

等
を

超
え

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該

機
器
に
要
求
さ
れ
る
機
能
を
保
持
す
る
設
計
と
す
る
。
 

ま
た

、
設

置
（

変
更

）
許

可
を

受
け

た
弾

性
設

計
用

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
又

は
静

的
地

震

力
の

い
ず

れ
か

大
き

い
方

の
地

震
力

に
対

し
て

お
お

む
ね

弾
性

状
態

に
留

ま
る

範
囲

で
耐

え

ら
れ
る
設
計
と
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
は

、
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

に
対

し
て

、
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る

た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
設
計
と
す
る
。
動
的
機
器
に
つ
い
て
は
、

当
該

機
器

の
構

造
、

動
作

原
理

等
を

考
慮

し
た

評
価

を
行

う
こ

と
、

又
は

既
往

研
究

で
機

能

維
持

の
確

認
が

な
さ

れ
た

機
能

確
認

済
加

速
度

等
を

超
え

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と

に
よ
り
、
当
該
機
器
に
要
求
さ
れ
る
機
能
を
保
持
す
る
設
計
と
す
る
。
 

d
.
 S
ク
ラ
ス
の
施
設
（
e
.
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
静
的
地
震
力
は
、
水
平
地
震
力

と
鉛

直
地

震
力

が
同

時
に

不
利

な
方

向
の

組
合

せ
で

作
用

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
基

準

地
震
動
及
び
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
は
、
水
平
2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て

適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故
等
対
処
施
設
に
つ
い
て
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
は
、
水
平
2
方
向
及
び
鉛
直
方
向

に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

な
お
、
水
平
2
方

向
及
び
鉛
直
方
向
の
地
震
力
が
同
時
に
作
用
し
、
影
響
が
考
え
ら
れ
る
施

設
、
設
備
に
つ
い
て
は
許
容
限
界
の
範
囲
内
に
留
ま
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

e
.
 
屋

外
重

要
土

木
構

造
物

、
津

波
防

護
施

設
、

浸
水

防
止

設
備

及
び

津
波

監
視

設
備

並
び

に
浸

水
防

止
設

備
又

は
津

波
監

視
設

備
が

設
置

さ
れ

た
建

物
・

構
築

物
は

、
基

準
地

震
動

に
よ

る

地
震

力
に

対
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
及

び
設

備
に

要
求

さ
れ

る
機

能
が

保
持

で
き

る
設

計

 

              

 

  

変
更
な
し
 

                   



－
Ⅱ
-
3
-
1
1
-
4
－
  

変
更

前
 

変
更

後
 

と
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

土
木

構
造

物
は

、
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

に
対

し
て

、
重

大
事

故

等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
設
計
と

す
る
。
 

な
お
、
基
準
地

震
動
の
水
平
2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
の
地
震
力
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
、
d
.

に
記
載
の
も
の
と
同
様
と
す
る
。
 

f
.
 B
ク
ラ
ス
の
施
設
は
、
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
ら

れ
る
設
計
と
す
る
。
 

ま
た
、
共
振
の

お
そ
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

そ
の

場
合

、
検

討
に

用
い

る
地

震
動

は
、

弾
性

設
計

用
地

震
動

に
2
分

の
1
を

乗
じ

た
も

の
と

す
る
。
 

当
該
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
は
、
水
平
2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合
わ

せ
て
算
定
す
る
も
の
と
し
、
S
ク
ラ
ス
施
設
と
同
様
に
許
容
限
界
の
範
囲
内
に
留
ま
る
こ
と
を

確
認
す
る
。
 

C
ク
ラ
ス
の
施
設
は
、
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え

ら
れ
る
設
計
と
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

は
、

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
属

す
る

耐

震
重

要
度

分
類

の
ク

ラ
ス

に
適

用
さ

れ
る

地
震

力
に

十
分

に
耐

え
る

こ
と

が
で

き
る

設
計

と

す
る
。
建
物
・
構
築

物
及
び
機
器
・
配
管
系
と
も
に
、
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で

耐
え

ら
れ

る
設

計
と

す
る

。
本

施
設

と
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故

等
対

処
施

設
の

両
方

に
属

す
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

つ
い

て
は

、
基

準
地

震
動

に
よ

る

地
震
力
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

g
.
 
耐

震
重

要
施

設
及

び
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
又

は
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

は
、

そ
れ

以
外

の
発

電
所

内
に

あ
る

施
設

（
資

機
材

等

含
む

）
の

波
及

的
影

響
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
安

全
機

能
及

び
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る

た
め
に
必
要
な
機
能
を
損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

h
.
 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

つ
い

て
は

、
地

震
に

よ
る

周
辺

斜
面

の
崩

壊
等

の
影

響
を

受
け
な
い
よ
う
に
「
5
.
1
.
5
 
環
境
条
件
等
」
に
基
づ
く
設
計
と
す
る
。
 

i
.
 
緊
急
時
対
策
所
の
耐
震
設
計
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
「
(
6
)
 
緊
急
時
対

策
所
」
に
示
す
。
 

j
.
 
炉

心
内

の
燃

料
被

覆
材

の
放

射
性

物
質

の
閉

じ
込

め
の

機
能

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
と

お
り

設
計
す
る
。
 

弾
性

設
計

用
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

又
は

静
的

地
震

力
の

い
ず

れ
か

大
き

い
方

の
地

震
力

に
対

し
て

、
炉

心
内

の
燃

料
被

覆
材

の
応

答
が

全
体

的
に

お
お

む
ね

弾
性

状
態

に
留

ま
る

よ

う
に
設
計
す
る
。
 

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
に

対
し

て
、

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め

の
機

能
に

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
。
 

(
2
)
 
設
計
基
準
対
象
施
設
の
耐
震
重
要
度
分
類
及
び
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設

備
分
類
 

               

 

  

変
更
な
し
 

                   



－
Ⅱ
-
3
-
1
1
-
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変
更

前
 

変
更

後
 

a
.
 
耐
震
重
要
度
分
類
 

設
計
基
準
対
象
施

設
の
耐
震
重
要
度
を
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。
 

(
a
)
 
S
ク
ラ
ス
の
施
設
 

地
震
に
よ
り
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
に
対
し
て
、
原
子
炉
を
停
止
し
、
炉
心
を
冷

却
す
る
た
め
に
必

要
な
機
能
を
持
つ
施
設
、
自
ら
放
射
性
物
質
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
、
当

該
施

設
に

直
接

関
係

し
て

お
り

そ
の

機
能

喪
失

に
よ

り
放

射
性

物
質

を
外

部
に

拡
散

す
る

可
能
性
の
あ
る
施

設
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
機
能
喪
失
に
よ
り
事
故
に
至
っ
た
場
合
の
影
響
を

緩
和
し
、
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
持
つ
施
設
及

び
こ

れ
ら

の
重

要
な

安
全

機
能

を
支

援
す

る
た

め
に

必
要

と
な

る
施

設
並

び
に

地
震

に
伴

っ
て

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

津
波

に
よ

る
安

全
機

能
の

喪
失

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

と
な
る
施
設
で
あ

っ
て
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
次
の
施
設
を
含
む
。
 

・
原
子
炉
冷
却

材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
・
配
管
系
 

・
使
用
済
燃
料

を
貯
蔵
す
る
た
め
の
施
設
 

・
原

子
炉

の
緊

急
停

止
の

た
め

に
急

激
に

負
の

反
応

度
を

付
加

す
る

た
め

の
施

設
、

及
び

原
子
炉
の
停

止
状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
 

・
原
子
炉
停
止

後
、
炉
心
か
ら
崩
壊
熱
を
除
去
す
る
た
め
の
施
設
 

・
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

破
損

事
故

後
、

炉
心

か
ら

崩
壊

熱
を

除
去

す
る

た
め

の
施
設
 

・
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

破
損

事
故

の
際

に
、

圧
力

障
壁

と
な

り
放

射
性

物
質

の
放
散
を
直

接
防
ぐ
た
め
の
施
設
 

・
放

射
性

物
質

の
放

出
を

伴
う

よ
う

な
事

故
の

際
に

、
そ

の
外

部
放

散
を

抑
制

す
る

た
め

の
施

設
で

あ
り

、
上

記
の

「
放

射
性

物
質

の
放

散
を

直
接

防
ぐ

た
め

の
施

設
」

以
外

の

施
設
 

・
津
波
防
護
施

設
及
び
浸
水
防
止
設
備
 

・
津
波
監
視
設

備
 

(
b
)
 
B
ク
ラ
ス
の
施
設
 

安
全

機
能

を
有

す
る

施
設

の
う

ち
、

機
能

喪
失

し
た

場
合

の
影

響
が

S
ク

ラ
ス

の
施

設
と

比
べ
小
さ
い
施
設

で
あ
り
、
次
の
施
設
を
含
む
。
 

・
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
直

接
接

続
さ

れ
て

い
て

、
１

次
冷

却
材

を
内

蔵
し

て
い
る
か
又

は
内
蔵
し
得
る
施
設
 

・
放

射
性

廃
棄

物
を

内
蔵

し
て

い
る

施
設

（
た

だ
し

、
内

蔵
量

が
少

な
い

か
又

は
貯

蔵
方

式
に

よ
り

、
そ

の
破

損
に

よ
り

公
衆

に
与

え
る

放
射

線
の

影
響

が
「

実
用

発
電

用
原

子

炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
5
3
年
通
商
産
業
省
令
第
7
7
号
）
」
第
2
条
第
2

項
第
6
号
に
規
定
す
る
「
周
辺
監
視
区
域
」
外
に
お
け
る
年
間
の
線
量

限
度
に
比
べ
十
分

小
さ
い
も
の
は
除
く
。
）
 

・
放

射
性

廃
棄

物
以

外
の

放
射

性
物

質
に

関
連

し
た

施
設

で
、

そ
の

破
損

に
よ

り
、

公
衆

及
び
従
事
者
に
過
大
な
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
 

・
使
用
済
燃
料
を
冷
却
す
る
た
め
の
施
設
 

               

 

  

変
更
な
し
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変
更

前
 

変
更

後
 

・
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
場
合
に
、
そ
の
外
部
放
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
施
設
で
、
S

ク
ラ
ス
に
属

さ
な
い
施
設
 

(
c
)
 
C
ク
ラ
ス
の
施
設
 

S
ク

ラ
ス

に
属

す
る

施
設

及
び

B
ク

ラ
ス

に
属

す
る

施
設

以
外

の
一

般
産

業
施

設
又

は
公

共
施
設
と
同
等
の

安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
。
 

 上
記
に
基
づ
く
ク

ラ
ス
別
施
設
を
第
2
.
1
.
1
表
に
示
す
。
同
表
に
は
当
該
施
設
を
支
持
す
る
構

造
物
の
支
持
機
能
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
地
震
動
に
つ
い
て
も
併
記
す
る
。
 

 

b
.
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
分
類
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

つ
い

て
、

各
設

備
が

有
す

る
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る
た

め
に

必

要
な
機
能
及
び
設
置
状
態
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
と
お
り
分
類
す
る
。
 

(
a
)
 
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
、
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
が
発
生
し
た
場

合
で
あ
っ
て
、
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
安
全
機
能
又
は
使
用
済
燃
料
ピ
ッ
ト
の
冷
却
機

能
若
し
く
は
注
水

機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
喪
失
し
た
機
能
（
重
大
事
故
に

至
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
故

に
対

処
す

る
た

め
に

必
要

な
機

能
に

限
る

。
）

を
代

替
す

る
こ

と

に
よ
り
重
大
事
故
の
発
生
を
防
止
す
る
機
能
を
有
す
る
設
備
で
あ
っ
て
常
設
の
も
の
 

 ｲ
.
 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

で
あ

っ
て

、
耐

震
重

要
施

設
に

属
す

る
設

計
基

準
事

故
対

処
設
備
が
有
す
る
機
能
を
代
替
す
る
も
の
 

ﾛ
.
 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
で
あ
っ
て
、
ｲ
.
以
外
の
も
の
 

(
b
)
 
常
設
重
大
事
故

緩
和
設
備
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
う
ち
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
重
大
事

故
の
拡
大
を
防
止
し
、
又
は
そ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
設
備
で
あ
っ
て

常
設
の
も
の
 

(
c
)
 
可
搬
型
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
対

処
設
備
で
あ
っ
て
可
搬
型
の
も
の
 

 重
大

事
故

等
対

処
設

備
の

う
ち

、
耐

震
評

価
を

行
う

主
要

設
備

の
設

備
分

類
を

第
2
.
1
.
2
表

に
示
す
。
  

(
3
)
 
地
震
力
の
算
定
方
法
 

耐
震
設
計
に
用
い
る
地
震
力
の
算
定
は
以
下
の
方
法
に
よ
る
。
 

a
.
 
静
的
地
震
力
 

設
計
基
準
対
象
施
設
に
つ
い
て
、
静
的
地
震
力
は
、
S
ク
ラ
ス
の
施
設
（
津
波
防
護
施
設
、
浸

               

 

  

変
更
な
し
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3
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変
更

前
 

変
更

後
 

水
防

止
設

備
及

び
津

波
監

視
設

備
並

び
に

浸
水

防
止

設
備

又
は

津
波

監
視

設
備

が
設

置
さ

れ
た

建
物
・
構
築
物
を
除
く
。
）
、
B
ク
ラ
ス
及
び

C
ク
ラ
ス
の
施
設
に
適
用
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
耐
震
重
要
度
分
類
に
応
じ
て
以
下
の
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

C
i
及
び
震
度
に
基
づ
き
算
定
す

る
も
の
と
す
る
。
 

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

お
い

て
は

、
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
以

外
の

常
設

重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

に
つ

い
て

、
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備
が

属
す

る
耐

震
重

要
度

分
類

の
ク

ラ
ス

に
適

用
す

る
静

的
地

震
力

を
適
用
す
る
。
 

(
a
)
 
建
物
・
構
築
物
 

水
平
地
震
力
は
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数
C
i
に
、
次
に
示
す
施
設
の
耐
震
重
要
度
分
類
に

応
じ
た
係
数
を
乗

じ
、
さ
ら
に
当
該
層
以
上
の
重
量
を
乗
じ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

S
ク
ラ
ス
 
 
3
.
0
 

B
ク
ラ
ス
 
 
1
.
5
 

C
ク
ラ
ス
 
 
1
.
0
 

こ
こ
で
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数
C
i
は
、
標
準
せ
ん
断
力
係
数
C
0を

0
.
2
以
上
と
し
、
建
物
・

構
築
物
の
振
動
特
性
及
び
地
盤
の
種
類
等
を
考
慮
し
て
求
め
ら
れ
る
値
と
す
る
。
 

ま
た
、
必
要
保
有
水
平
耐
力
の
算
定
に
お
い
て
は
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数
C
iに

乗
じ
る

施
設

の
耐

震
重

要
度

分
類

に
応

じ
た

係
数

は
、

S
ク

ラ
ス

、
B
ク

ラ
ス

及
び

C
ク

ラ
ス

と
も

に

1
.
0
と
し
、
そ
の
際
に
用
い
る
標
準
せ
ん
断
力
係
数
C
0
は
1
.
0
以
上
と
す
る
。
 

S
ク

ラ
ス

の
施

設
に

つ
い

て
は

、
水

平
地

震
力

と
鉛

直
地

震
力

が
同

時
に

不
利

な
方

向
の

組
合
せ
で
作
用
す
る
も
の
と
す
る
。
鉛
直
地
震
力
は
、
震
度
0
.
3
以
上
を
基

準
と
し
、
建
物
・

構
築
物
の
振
動
特
性
及
び
地
盤
の
種
類
等
を
考
慮
し
、
高
さ
方
向
に
一
定
と
し
て
求
め
た
鉛

直
震
度
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
土
木
構
造
物
の
静
的
地
震
力
は
、
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ

る
規
格
及
び
基
準

を
参
考
に
、
C
ク
ラ
ス
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
を
適
用
す
る
。
 

 

(
b
)
 
機
器
・
配
管
系
 

静
的

地
震

力
は

、
上

記
(
a
)
に

示
す

地
震

層
せ

ん
断

力
係

数
C
i
に

施
設

の
耐

震
重

要
度

分

類
に

応
じ

た
係

数
を

乗
じ

た
も

の
を

水
平

震
度

と
し

て
、

当
該

水
平

震
度

及
び

上
記

(
a
)
の

鉛
直
震
度
を
そ
れ
ぞ
れ
2
0
％
増
し
と
し
た
震
度
よ
り
求
め
る
も
の
と
す
る
。
 

S
ク

ラ
ス

の
施

設
に

つ
い

て
は

、
水

平
地

震
力

と
鉛

直
地

震
力

は
同

時
に

不
利

な
方

向
の

組
合
せ
で
作
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
鉛
直
震
度
は
高
さ
方
向
に
一
定
と
す
る
。
 

 上
記

(
a
)
及

び
(
b
)
の

標
準

せ
ん

断
力

係
数

C
0
等

の
割

増
し

係
数

の
適

用
に

つ
い

て
は

、
耐

震

性
向

上
の

観
点

か
ら

、
一

般
産

業
施

設
及

び
公

共
施

設
等

の
耐

震
基

準
と

の
関

係
を

考
慮

し
て

設
定
す
る
。
 

 

b
.
 
動
的
地
震
力
 

               

 

  

変
更
な
し
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変
更

前
 

変
更

後
 

設
計
基
準
対
象
施

設
に
つ
い
て
、
動
的
地
震
力
は
、
S
ク
ラ
ス
の
施
設
、
B
ク
ラ
ス
の
施
設
の

う
ち
共
振
の
お
そ
れ

の
あ
る
も
の
及
び
屋
外
重
要
土
木
構
造
物
に
適
用
す
る
。
 

S
ク
ラ
ス
の
施
設
（
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止

設
備
又
は
津
波
監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
屋
・
構
築
物
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
基
準
地
震

動
及

び
弾

性
設

計
用

地
震

動
か

ら
定

め
る

入
力

地
震

動
を

入
力

と
し

て
、

動
的

解
析

に
よ

り
水

平
2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
動
的
地
震
力
を
算
定
す
る
。
 

B
ク

ラ
ス

の
施

設
の

う
ち

共
振

の
お

そ
れ

の
あ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
弾

性
設

計
用

地
震

動

か
ら
定
め
る
入
力
地
震
動
の
振
幅
を

2
分
の

1
に
し
た
も
の
に
よ
る
地
震
力
を
適
用
す
る
。
 

屋
外

重
要

土
木

構
造

物
、

津
波

防
護

施
設

、
浸

水
防

止
設

備
及

び
津

波
監

視
設

備
並

び
に

浸

水
防

止
設

備
又

は
津

波
監

視
設

備
が

設
置

さ
れ

た
建

物
・

構
築

物
に

つ
い

て
は

、
基

準
地

震
動

に
よ
る
地
震
力
を
適
用
す
る
。
 

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

つ
い

て
、

動
的

地
震

力
は

、
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
及

び
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
以

外
の

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

う
ち

、
B
ク

ラ
ス

の
施

設
の

機
能

を
代

替
す

る
施

設
で

あ
っ

て
共

振
の

お
そ

れ
の

あ
る

施
設

に

適
用
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事

故
等
対
処
施
設
に
つ
い
て
は
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
を
適
用
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大

事
故

等
対

処
施

設
の

う
ち

、
B
ク

ラ
ス

の
施

設
の

機
能

を
代

替
す

る
施

設
で

あ
っ

て
共

振
の

お

そ
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
共
振
の
お
そ
れ
の
あ
る

B
ク
ラ
ス
の
施
設
に
適
用
す
る
地
震

力
を
適
用
す
る
。
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事

故
等
対
処
施
設
の
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
を
適
用
す
る
。
 

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

う
ち

、
設

計
基

準
対

象
施

設
の

既
往

評
価

を
適

用
で

き
る

基
本

構

造
等

と
異

な
る

施
設

に
つ

い
て

は
、

適
用

す
る

地
震

力
に

対
し

て
、

要
求

さ
れ

る
機

能
及

び
構

造
健

全
性

が
維

持
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

当
該

施
設

の
構

造
を

適
切

に
モ

デ
ル

化
し

た
う
え
で
の
地
震
応
答
解
析
若
し
く
は
加
振
試
験
、
又
は
そ
の
両
方
を
実
施
す
る
。
 

動
的
地
震
力
は
水
平

2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
算
定
す
る
こ

と
と
し
、
水
平

1
方

向
及
び
鉛
直
方
向
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
た
既
往
の
耐
震
計
算
へ
の
影
響

の
可

能
性

が
あ

る
施

設
を

抽
出

し
、

3
次

元
応

答
性

状
の

影
響

も
考

慮
し

た
う

え
で

既
往

の
方

法
を
用
い
た
耐
震
性
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す
る
。
 

 

(
a
)
 
入
力
地
震
動
 

解
放

基
盤

表
面

は
、

地
盤

調
査

の
結

果
か

ら
、

0
.
7
k
m
/
s
以

上
の

S
波

速
度

（
2
.
6
k
m
/
s
）

を
持

つ
堅

固
な

岩
盤

が
十

分
な

拡
が

り
と

深
さ

を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

た
め
、
敷
地
標
高
を
考
慮
し
て
E
L
.
+
1
0
m
と
し
て
い
る
。
 

建
物
・
構
築

物
の

地
震

応
答

解
析

に
お

け
る

入
力

地
震

動
は

、
解

放
基

盤
表

面
で

定
義

さ

               

 

  

変
更
な
し
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変
更

前
 

変
更

後
 

れ
る

基
準

地
震

動
及

び
弾

性
設

計
用

地
震

動
を

基
に

、
対

象
建

物
・
構

築
物

の
地

盤
条

件
を

適
切

に
考

慮
し

た
う

え
で

、
必

要
に

応
じ

2
次

元
F
E
M
解

析
又

は
1
次

元
波

動
論

に
よ

り
、

地

震
応
答
解
析
モ
デ

ル
の
入
力
位
置
で
評
価
し
た
入
力
地
震
動
を
設
定
す
る
。
地
盤
条
件
を
考

慮
す
る
場
合
に
は
、
地
震
動
評
価
で
考
慮
し
た
敷
地
全
体
の
地
下
構
造
と
の
関
係
や
対
象
建

物
・
構
築
物
位
置

と
炉
心
位
置
で
の
地
質
・
速
度
構
造
の
違
い
に
も
留
意
す
る
と
と
も
に
、

地
盤
の
非
線
形
応

答
に
関
す
る
動
的
変
形
特
性
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
敷
地
に

お
け
る
観
測
記
録

に
よ
る
検
証
や

新
の
科
学
的
・
技
術
的
知
見
を
踏
ま
え
、
地
質
・
速
度

構
造
等
の
地
盤
条

件
を
設
定
す
る
。
 

ま
た

、
設

計
基

準
対

象
施

設
に

お
け

る
B
 
ク

ラ
ス

の
建

物
・
構
築

物
及

び
重

大
事

故
等

対

処
施

設
に

お
け

る
B
ク

ラ
ス

施
設

の
機

能
を

代
替

す
る

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

が
設

置
さ

れ
る
重
大
事
故
等

対
処
施
設
の
建
物
・
構
築
物
の
う
ち
共
振
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
動
的
解
析

が
必
要
な
も
の
に

対
し
て
は
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
を
1
/
2
倍
し
た
も
の
を
用
い
る
。
 

(
b
)
 
地
震
応
答
解
析
 

ｲ
.
 
動
的
解
析

法
 

(
ｲ
)
 
建
物
・

構
築
物
 

動
的
解

析
に
よ
る
地
震
力
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
震
応
答
解
析
手
法
の
適
用

性
、
適
用
限
界
等
を
考
慮
の
う
え
、
適
切
な
解
析
法
を
選
定
す
る
と

と
も
に
、
建
物
・

構
築

物
に

応
じ

た
適

切
な

解
析

条
件

を
設

定
す

る
。
建

物
・
構
築

物
の

地
震

応
答

解

析
及
び
床
応
答
曲
線
の
策
定
に
用
い
る
動
的
解
析
は
、
原
則
と
し
て
、
線
形
解
析
及

び
非
線
形
解
析
に
適
用
可
能
な
時
刻
歴
応
答
解
析
法
に
よ
る
。
ま
た
、
3
次
元
応
答

性
状
等
の
評
価
は
、
線
形
解
析
に
適
用
可
能
な
周
波
数
応
答
解
析
法
に
よ
る
。
 

建
物
・
構
築
物
の
動
的
解
析
に
当
た
っ
て
は
、
建
物
・
構
築
物

の
剛
性
は
そ
れ
ら

の
形
状
、
構
造
特
性
等
を
十
分
考
慮
し
て
評
価
し
、
集
中
質
点
系

等
に
置
換
し
た
解

析
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
。
 

動
的
解
析
に
は
、
建
物
・
構
築
物
と
地
盤
と
の
相
互
作
用
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、

解
析
モ
デ
ル
の
地
盤
の
ば
ね
定
数
は
、
基
礎
版
の
平
面
形
状
、
基
礎
側
面
と
地
盤
の

接
触
状
況
、
地
盤
の
剛
性
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
。
設
計
用
地
盤
定
数
は
、
原
則
と

し
て
、
弾
性
波
試
験
に
よ
る
も
の
を
用
い
る
。
 

地
盤

－
建

物
・
構

築
物

連
成

系
の

減
衰

定
数

は
、
振

動
エ

ネ
ル

ギ
の

地
下

逸
散

及

び
地
震
応
答
に
お
け
る
各
部
の
歪
み
レ
ベ
ル
を
考
慮
し
て
定
め
る
。
 

基
準
地
震
動
及
び
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
対
す
る
応
答
解
析
に
お
い
て
、
主
要
構

造
要
素
が
あ
る
程
度
以
上
弾
性
範
囲
を
超
え
る
場
合
に
は
、
実
験
等
の
結
果
に
基
づ

き
、
該
当
す
る
建
物
部
分
の
構
造
特
性
に
応
じ
て
、
そ
の
弾
塑
性

挙
動
を
適
切
に
模

擬
し
た
復
元
力
特
性
を
考
慮
し
た
応
答
解
析
を
行
う
。
 

ま
た
、
S
ク
ラ
ス
の
施
設
を
支
持
す
る
建
物
・
構
築
物
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処

施
設
を
支

持
す
る
建
物
・
構
築
物
の
支
持
機
能
を
検
討
す
る
た
め
の
動
的
解
析
に
お

い
て

、
施

設
を

支
持

す
る

建
物
・
構
築

物
の

主
要

構
造

要
素

が
あ

る
程

度
以

上
弾

性

               

 

  

変
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し
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変
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前
 

変
更

後
 

範
囲
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
弾
塑
性
挙
動
を
適
切
に
模
擬
し
た
復
元
力
特
性
を

考
慮
し
た

応
答
解
析
を
行
う
。
 

応
答
解

析
に
用
い
る
材
料
定
数
に
つ
い
て
は
、
地
盤
の
諸
定
数
も
含
め
て
不
確
か

さ
に
よ
る
変
動
幅
を
適
切
に
考
慮
す
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
建
物
・
構
築
物
及

び
機
器
・
配
管
系
の
設
計
用
地
震
力
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
。
 

原
子
炉
建
屋
及
び
原
子
炉
補
助
建
屋
に
つ
い
て
は
、
3
次
元

F
E
M
解
析
等
か
ら
、

建
物
・
構
築
物
の

3
次
元
応
答
性
状
及
び
機
器
・
配
管
系
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
。
 

動
的
解
析
に
用
い
る
解
析
モ
デ
ル
は
、
地
震
観
測
網
に
よ
り
得
ら
れ
た
観
測
記
録

に
よ
り
振

動
性
状
の
把
握
を
行
い
、
解
析
モ
デ
ル
の
妥
当
性
の
確
認
を
行
う
。
 

屋
外

重
要

土
木

構
造

物
及

び
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
又

は
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
土

木
構

造
物

の
動

的

解
析
は
、
構
造
物
と
地
盤
の
相
互
作
用
を
考
慮
で
き
る
連
成
系
の
地
震
応
答
解
析
手

法
と
し
、
地
盤
及
び
構
造
物
の
地
震
時
に
お
け
る
非
線
形
挙
動
の
有
無
や
程
度
に
応

じ
て
、
線

形
、
等
価
線
形
、
非
線
形
解
析
の
い
ず
れ
か
に
て
行
う
。
 

地
震
力

に
つ
い
て
は
、
水
平

2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合
わ

せ
て
算
定

す
る
。
 

(
ﾛ
)
 
機
器
・

配
管
系
 

動
的
解

析
に
よ
る
地
震
力
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
震
応
答
解
析
手
法
の
適
用

性
、
適
用
限
界
等
を
考
慮
の
う
え
、
適
切
な
解
析
法
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
解
析

条
件
と
し
て
考
慮
す
べ
き
減
衰
定
数
、
剛
性
等
の
各
種
物
性
値
は
、
適
切
な
規
格
及

び
基
準
、
あ
る
い
は
実
験
等
の
結
果
に
基
づ
き
設
定
す
る
。
 

機
器
の
解
析
に
当
た
っ
て
は
、
形
状
、
構
造
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
代
表
的
な
振

動
モ

ー
ド

を
適

切
に

表
現

で
き

る
よ

う
1
質

点
系

、
多

質
点

系
モ

デ
ル

等
に

置
換

し
、
設
計

用
床
応
答
曲
線
を
用
い
た
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
法
又
は
時
刻
歴
応

答
解
析
法
に
よ
り
応
答
を
求
め
る
。
ま
た
、
時
刻
歴
応
答
解
析
法

及
び
ス
ペ
ク
ト
ル

モ
ー

ダ
ル

解
析

法
を

用
い

る
場

合
は

地
盤

物
性

等
の

ば
ら

つ
き

を
適

切
に

考
慮

す

る
。
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
熱
的
条
件
及
び
口
径
か
ら
高
温
配
管
又
は
低
温
配
管
に

分
類
し
、
そ
の
仕
様
に
応
じ
て
適
切
な
モ
デ
ル
に
置
換
し
、
設
計
用
床
応
答
曲
線
を

用
い

た
ス

ペ
ク

ト
ル

モ
ー

ダ
ル

解
析

法
又

は
時

刻
歴

応
答

解
析

法
に

よ
り

応
答

を

求
め
る
。
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
ー
ダ
ル
解
析
法
及
び
時
刻
歴
応
答
解
析
法
の
選
択
に
当
た

っ
て

は
、
衝

突
・
す

べ
り

等
の

非
線

形
現

象
を

模
擬

す
る

場
合

等
に

は
時

刻
歴

応
答

解
析
法
を

用
い
る
等
、
解
析
対
象
と
す
る
現
象
、
対
象
設
備
の
振
動
特
性
・
構
造
特

性
等
を
考

慮
し
適
切
に
選
定
す
る
。
 

ま
た
、
設
備
の

3
次
元
的
な
広
が
り
を
踏
ま
え
、
適
切
に
応
答
を
評
価
で
き
る
モ

デ
ル
を
用

い
、
水
平

2
方
向
及
び
鉛
直
方
向
の
応
答
成
分
に
つ
い
て
適
切
に
組
み
合

わ
せ
る
も

の
と
す
る
。
 

剛
性
の

高
い
機
器
は
、
そ
の
機
器
の
設
置
床
面
の

大
応
答
加
速
度
の

1
.
2
倍
の

加
速
度
を

震
度
と
し
て
作
用
さ
せ
て
地
震
力
を
算
定
す
る
。
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前
 

変
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c
.
 
設
計
用
減
衰
定
数
 

応
答

解
析

に
用

い
る

減
衰

定
数

は
、

安
全

上
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
、

既
往

の

振
動
実
験
、
地
震
観

測
の
調
査
結
果
等
を
考
慮
し
て
適
切
な
値
を
定
め
る
。
 

建
物

・
構

築
物

の
応

答
解

析
に

用
い

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

減
衰

定
数

の
設

定
に

つ
い

て

は
、

既
往

の
知

見
に

加
え

、
既

設
施

設
の

地
震

観
測

記
録

等
に

よ
り

、
そ

の
妥

当
性

を
検

討
す

る
。
 

ま
た

、
屋

外
重

要
土

木
構

造
物

の
地

震
応

答
解

析
に

用
い

る
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

減
衰

定

数
に

つ
い

て
は

、
地

盤
と

構
造

物
の

連
成

系
解

析
モ

デ
ル

に
お

け
る

工
学

的
な

判
断

を
踏

ま
え

て
妥
当
性
を
検
討
す

る
。
 

 (
4
)
 
荷
重
の
組
合
せ
と
許
容
限
界
 

耐
震
設
計
に
お
け
る
荷
重
の
組
合
せ
と
許
容
限
界
は
以
下
に
よ
る
。
 

a
.
 
耐
震
設
計
上
考
慮
す
る
状
態
 

地
震
以
外
に
設
計

上
考
慮
す
る
状
態
を
以
下
に
示
す
。
 

(
a
)
 
建
物
・
構
築
物
 

設
計
基
準
対
象

施
設
に
つ
い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾊ
.
の
状
態
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
つ

い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾆ
.
の
状
態
を
考
慮
す
る
。
 

ｲ
.
 
運
転
時
の
状
態
 

発
電
用
原
子
炉
施
設
が
運
転
状
態
に
あ
り
、
通
常
の
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
状
態
 

た
だ

し
、

運
転

状
態

に
は

通
常

運
転

時
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

を
含

む
も

の
と
す
る
。
 

ﾛ
.
 
設
計
基
準
事
故
時
の
状
態
 

発
電
用
原
子
炉
施
設
が
設
計
基
準
事
故
時
に
あ
る
状
態
 

ﾊ
.
 
設
計
用
自
然
条
件
 

設
計
上
基
本
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
条
件
（
積
雪
、
風
等
）
 

ﾆ
.
 
重
大
事
故
等
時
の
状
態
 

発
電

用
原

子
炉

施
設

が
、

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

の
あ

る
事

故
、

又
は

重
大

事
故

時
の
状
態
で
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
必
要
と
す
る
状
態
 

(
b
)
 
機
器
・
配
管
系
 

設
計
基
準
対
象
施
設
に
つ
い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾆ
.
の
状
態
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
つ

い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾎ
.
の
状
態
を
考
慮
す
る
。
 

ｲ
.
 
通
常
運
転
時
の
状
態
 

発
電

用
原

子
炉

の
起

動
、

停
止

、
出

力
運

転
、

高
温

待
機

及
び

燃
料

取
替

等
が

計
画

的
又

は
頻

繁
に

行
わ

れ
た

場
合

で
あ

っ
て

運
転

条
件

が
所

定
の

制
限

値
以

内
に

あ
る

運

転
状
態
 

ﾛ
.
 
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
の
状
態
 

通
常

運
転

時
に

予
想

さ
れ

る
機

器
の

単
一

の
故

障
若

し
く

は
そ

の
誤

作
動

又
は

運
転
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員
の

単
一

の
誤

操
作

及
び

こ
れ

ら
と

類
似

の
頻

度
で

発
生

す
る

と
予

想
さ

れ
る

外
乱

に

よ
っ

て
発

生
す

る
異

常
な

状
態

で
あ

っ
て

、
当

該
状

態
が

継
続

し
た

場
合

に
は

炉
心

又

は
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

の
著

し
い

損
傷

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

も
の

と

し
て
安
全
設

計
上
想
定
す
べ
き
事
象
が
発
生
し
た
状
態
 

ﾊ
.
 
設
計
基
準

事
故
時
の
状
態
 

発
生

頻
度

が
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

よ
り

低
い

異
常

な
状

態
で

あ
っ

て
、

当
該

状
態

が
発

生
し

た
場

合
に

は
発

電
用

原
子

炉
施

設
か

ら
多

量
の

放
射

性
物

質
が

放
出

す

る
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
と
し
て
安
全
設
計
上
想
定
す
べ
き
事
象
が
発
生
し
た
状
態
 

ﾆ
.
 
設
計
用
自

然
条
件
 

設
計
上
基

本
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
条
件
（
積
雪
、
風
等
）
 

ﾎ
.
 
重
大
事
故

等
時
の
状
態
 

発
電

用
原

子
炉

施
設

が
、

重
大

事
故

に
至

る
お

そ
れ

の
あ

る
事

故
、

又
は

重
大

事
故

時
の
状
態
で

、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
能
を
必
要
と
す
る
状
態
 

 b
.
 
荷
重
の
種
類
 

(
a
)
 
建
物
・
構
築
物
 

設
計
基
準
対
象

施
設
に
つ
い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾆ
.
の
荷
重
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
つ

い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾎ
.
の
荷
重
と
す
る
。
 

ｲ
.
 
発
電
用
原

子
炉
の
お
か
れ
て
い
る
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
、

す
な
わ
ち
固
定
荷
重
、
積
載
荷
重
、
土
圧
、
水
圧
及
び
通
常
の
気
象
条
件
に
よ
る
荷
重
 

ﾛ
.
 
運
転
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

ﾊ
.
 
設
計
基
準
事
故
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

ﾆ
.
 
地
震
力
、
風
荷
重
、
積
雪
荷
重
等
 

ﾎ
.
 
重
大
事
故
等
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

た
だ
し
、
運
転
時
の
状
態
、
設
計
基
準
事
故
時
の
状
態
及
び
重
大
事
故

等
時
の
状
態
で
の

荷
重
に
は
、
機
器
・
配
管
系
か
ら
作
用
す
る
荷
重
が
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
地
震
力
に
は
地

震
時
の
土
圧
、
機
器
・
配
管
系
か
ら
の
反
力
、
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
等
に
よ
る

荷
重
が
含
ま
れ
る

も
の
と
す
る
。
 

(
b
)
 
機
器
・
配
管
系
 

設
計
基
準
対
象
施
設
に
つ
い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾆ
.
の
荷
重
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
つ

い
て
は
以
下
の
ｲ
.
～
ﾎ
.
の
荷
重
と
す
る
。
 

ｲ
.
 
通
常
運
転
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

ﾛ
.
 
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

ﾊ
.
 
設
計
基
準
事
故
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

ﾆ
.
 
地
震
力
、
風
荷
重
、
積
雪
荷
重
等
 

ﾎ
.
 
重
大
事
故
等
時
の
状
態
で
施
設
に
作
用
す
る
荷
重
 

 

c
.
 
荷
重
の
組
合
せ
 

               

 

  

変
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－
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前
 

変
更

後
 

地
震
と
組
み
合
わ

せ
る
荷
重
に
つ
い
て
は
「
2
.
3
 
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ

る
損
傷
の
防
止
」

で
設
定
し
て
い
る
風

及
び
積
雪
に
よ
る
荷
重
を
考
慮
し
、
以
下
の
と
お
り
設
定
す
る
。
 

(
a
)
 
建
物
・
構
築
物
（
(
c
)
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

ｲ
.
 
S
ク
ラ
ス

の
建
物
・
構
築
物
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重

大
事

故
緩

和
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
建

物
・

構
築

物
に

つ
い

て
は

、
常

時
作

用
し

て
い

る
荷

重
及

び
運

転
時

の
状

態
で

施
設

に
作

用
す

る
荷

重
と

地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ﾛ
.
 
S
ク
ラ
ス

の
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
及
び
設
計
基

準
事

故
時

の
状

態
で

施
設

に
作

用
す

る
荷

重
の

う
ち

長
時

間
そ

の
作

用
が

続
く

荷
重

と
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ﾊ
.
 
常
設
耐
震

重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

建
物
・
構
築

物
に

つ
い

て
は

、
常

時
作

用
し

て
い

る
荷

重
、

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

及
び

重
大

事
故

等
時

の
状

態
で

施
設

に
作

用
す

る
荷

重
の

う
ち

、
地

震
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
象

に
よ

る
荷

重
と

地
震

力
と

を
組

み
合

わ
せ

る
。

重
大

事
故

等
が

地
震

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
事

象
で

あ
る

か
に

つ
い

て
は

、
設

計
基

準
対

象
施

設
の

耐
震

設
計

の
考

え
方

に
基
づ
く
と
と
も
に
、
確
率
論
的
な
考
察
も
考
慮
し
た
う
え
で
設
定
す
る
。
 

ﾆ
.
 
常
設
耐
震

重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

建
物
・
構
築

物
に

つ
い

て
は

、
常

時
作

用
し

て
い

る
荷

重
、

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

及
び

重
大

事
故

等
時

の
状

態
で

施
設

に
作

用
す

る
荷

重
の

う
ち

、
地

震
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

お
そ

れ
が

な
い

事
象

で
あ

っ
て

も
、

い
っ

た
ん

事
故

が
発

生
し

た
場

合
、

長
時

間
継

続
す

る
事

象
に

よ
る

荷
重

及
び

重
大

事
故

等
時

の
状

態
で

施
設

に
作

用
す

る
荷

重
の

う
ち

長
期

的
な

荷
重

は
、

地
震

力
と

組
み

合
わ
せ
る
。
 

ﾎ
.
 
B
ク
ラ
ス
及
び

C
ク
ラ
ス
の
建
物
・
構
築
物
並
び
に
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
建

物
･
構

築
物

に
つ

い
て

は
、

常
時

作
用

し
て

い
る

荷
重

及
び

運
転

時
の

状
態

で
施

設
に

作
用
す
る
荷
重
と
、
動
的
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

(
b
)
 
機
器
・
配
管
系
（
(
c
)
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

ｲ
.
 
S
ク
ラ
ス
の
機
器
・
配
管
系
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重

大
事

故
緩

和
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
機

器
・

配
管

系
に

つ
い

て
は
、
通

常
運
転
時
の
状
態
で
作
用
す
る
荷
重
と
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ﾛ
.
 
S
ク
ラ
ス
の
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
の
状
態

及
び

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

の
う

ち
地

震
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

お
そ

れ
の

あ
る
事
象

に
よ
っ
て
作
用
す
る
荷
重
と
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ﾊ
.
 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

機
器

・
配

管
系

に
つ

い
て

は
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

の
状

態
、

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

及
び

重
大

事
故

等
時

の
状

態
で

作
用

す
る

               

 

  

変
更
な
し
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-
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変
更

前
 

変
更

後
 

荷
重

の
う

ち
、

地
震

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
お

そ
れ

の
あ

る
事

象
に

よ
る

荷
重

と
地

震
力

と
を

組
み

合
わ

せ
る

。
重

大
事

故
等

が
地

震
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

事
象

で
あ

る
か

に
つ

い
て

は
、

設
計

基
準

対
象

施
設

の
耐

震
設

計
の

考
え
方
に

基
づ
く
と
と
も
に
、
確
率
論
的
な
考
察
も
考
慮
し
た
う
え
で
設
定
す
る
。
 

ﾆ
.
 
S
ク
ラ
ス
の
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
の
状
態

及
び

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

で
作

用
す

る
荷

重
の

う
ち

地
震

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
お

そ
れ

の
な

い
事

象
で

あ
っ

て
も

、
い

っ
た

ん
事

故
が

発
生

し
た

場
合

、
長

時
間

継
続

す
る

事
象

に
よ

る
荷

重
は

、
そ

の
事

故
事

象
の

発
生

確
率

、
継

続
時

間
及

び
地
震
動

の
超
過
確
率
の
関
係
を
踏
ま
え
、
適
切
な
地
震
力
と
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ﾎ
.
 
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
の

機
器

・
配

管
系

に
つ

い
て

は
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

の
状

態
、

設
計

基
準

事
故

時
の

状
態

及
び

重
大

事
故

等
時

の
状

態
で

作
用

す
る

荷
重

の
う

ち
地

震
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

お
そ

れ
の

な
い

事
象

に
よ

る
荷

重

は
、

そ
の

事
故

事
象

の
発

生
確

率
、

継
続

時
間

及
び

地
震

動
の

超
過

確
率

の
関

係
を

踏
ま
え
、
適
切
な
地
震
力
（
基
準
地
震
動
又
は
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
）

と
組

み
合

わ
せ

る
。

こ
の

組
合

せ
に

つ
い

て
は

、
事

故
事

象
の

発
生

確
率

、
継

続
時

間
及

び
地

震
動

の
超

過
確

率
の

積
等

を
考

慮
し

、
工

学
的

、
総

合
的

に
勘

案
の

う
え

設
定
す
る

。
継
続
時
間
に
つ
い
て
は
対
策
の
成
立
性
も
考
慮
し
た
う
え
で
設
定
す
る
。
 

以
上

を
踏

ま
え

、
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
構

成
す

る
設

備
に

つ
い

て

は
、

い
っ

た
ん

事
故

が
発

生
し

た
場

合
、

長
時

間
継

続
す

る
事

象
に

よ
る

荷
重

と
、

弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

ま
た

、
原

子
炉

格
納

容
器

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る

設
備

（
原

子
炉

格
納

容
器

内

の
圧
力
、
温
度
の
条
件
を
用
い
て
評
価
を
行
う
そ
の
他
の
施
設
を
含
む
。
）
に
つ
い
て

は
、

い
っ

た
ん

事
故

が
発

生
し

た
場

合
、

長
時

間
継

続
す

る
事

象
に

よ
る

荷
重

と
、

弾
性

設
計

用
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

を
組

み
合

わ
せ

る
。

そ
の

際
に

用
い

る
荷

重
の

継
続
時
間
に
係
る
復
旧
等
の
対
応
に
つ
い
て
、
保
安
規
定
に
定
め
る
。
 

さ
ら

に
、

そ
の

他
の

施
設

に
つ

い
て

は
、

い
っ

た
ん

事
故

が
発

生
し

た
場

合
、

長

時
間

継
続

す
る

事
象

に
よ

る
荷

重
と

、
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

を
組

み
合

わ
せ

る
。
 

ﾍ
.
 
B
ク
ラ
ス
及
び

C
ク
ラ
ス
の
機
器
・
配
管
系
並
び
に
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
機

器
・

配
管

系
に

つ
い

て
は

、
通

常
運

転
時

の
状

態
で

作
用

す
る

荷
重

及
び

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

の
状

態
で

作
用

す
る

荷
重

と
、

動
的

地
震

力
又

は
静

的
地

震
力

と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
 

(
c
)
 
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止
設
備
又
は
津
波

監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
 

ｲ
.
 
津
波
防
護

施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
又
は
津
波
監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構

築
物

に
つ

い
て

は
、

常
時

作
用

し
て

い
る

荷
重

及
び

運
転

時
の

状
態

で
施

設
に

作
用
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－
Ⅱ
-
3
-
1
1
-
1
5
－
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前
 

変
更

後
 

す
る
荷
重
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。

 

ﾛ
.
 
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
及
び

運
転

時
の

状
態

で
施

設
に

作
用

す
る

荷
重

等
と

基
準

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
と

を
組

み
合
わ
せ

る
。
 

上
記
ｲ
.
、
ﾛ
.
に

つ
い
て
は
、
地
震
と
津
波
が
同
時
に
作
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、

必
要
に
応
じ
て
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
津
波
に
よ
る
荷
重
の
組
合
せ
を
考
慮
す
る
。

ま
た
、
津
波
以
外

に
よ
る
荷
重
に
つ
い
て
は
、「

b
.
 
荷
重
の
種
類
」
に
準
じ
る
も
の
と
す
る
。
 

(
d
)
 
荷
重
の
組
合
せ
上
の
留
意
事
項
 

ｲ
.
 
動
的
地
震
力
に
つ
い
て
は
、
水
平

2
方
向
と
鉛
直
方
向
の
地
震
力

と
を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ﾛ
.
 
地
震
と
組
み
合
わ
せ
る
自
然
現
象
と
し
て
、
風
及
び
積
雪
を
考
慮

し
、
風
荷
重
及
び

積
雪

荷
重

に
つ

い
て

は
、

施
設

の
設

置
場

所
、

構
造

等
を

考
慮

し
て

、
地

震
荷

重
と

組
み
合
わ

せ
る
。
 

 

d
.
 
許
容
限
界
 

各
施

設
の

地
震

力
と

他
の

荷
重

と
を

組
み

合
わ

せ
た

状
態

に
対

す
る

許
容

限
界

は
次

の
と

お

り
と

し
、

安
全

上
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
又

は
試

験
等

で
妥

当
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る
許
容
応
力
等
を
用
い
る
。
 

(
a
)
 
建
物
・
構
築
物

（
(
c
)
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

ｲ
.
 
S
ク
ラ
ス
の
建
物
・
構
築
物
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重

大
事
故
緩

和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
建
物
・
構
築
物
 

(
ｲ
)
 
弾

性
設

計
用

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
又

は
静

的
地

震
力

と
の

組
合

せ
に

対
す

る

許
容
限
界
 

建
築

基
準

法
な

ど
の

安
全

上
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
に

よ
る

許
容

応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
。
 

(
ﾛ
)
 
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
対
す
る
許
容
限
界

 

構
造
物
全
体
と
し
て
の
変
形
能
力
（
終
局
耐
力
時
の
変
形
）
に
つ
い
て
十
分
な
余

裕
を

有
し

、
建

物
・
構
築

物
の

終
局

耐
力

に
対

し
て

妥
当

な
安

全
余

裕
を

持
た

せ
る

こ
と
と
す
る
。
 

終
局
耐
力
は
、
建
物
・
構
築
物
に
対
す
る
荷
重
又
は
応
力
を
漸
次
増
大
し
て
い
く

と
き
、
そ
の
変
形
又
は
歪
み
が
著
し
く
増
加
す
る
に
至
る
限
界
の

大
耐
力
と
し
、

既
往
の
実
験
式
等
に
基
づ
き
適
切
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

ﾛ
.
 
B
ク
ラ
ス
及
び

C
ク
ラ
ス
の
建
物
・
構
築
物
並
び
に
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
建

物
・
構
築
物
（
ﾍ
.
、
ﾄ
.
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

上
記
ｲ
.
(
ｲ
)
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
。
 

ﾊ
.
 
耐
震
ク
ラ
ス
の
異
な
る
設
計
基
準
対
象
施
設
又
は
施
設
区
分
の
異
な
る
重
大
事
故
等

対
処
施
設

を
支
持
す
る
建
物
・
構
築
物
（
ﾍ
.
、
ﾄ
.
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

               

 

  

変
更
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変
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前
 

変
更

後
 

上
記
ｲ
.
(
ﾛ
)
を
適
用
す
る
ほ
か
、
耐
震
ク
ラ
ス
の
異
な
る
設
計
基
準
対
象
施
設
又
は
施

設
区

分
の

異
な

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

が
そ

れ
を

支
持

す
る

建
物

・
構

築
物

の
変

形

等
に
対
し
て

、
そ
の
支
持
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
 

当
該

施
設

を
支

持
す

る
建

物
・

構
築

物
の

支
持

機
能

が
維

持
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
際
の
地
震

動
は
、
支
持
さ
れ
る
施
設
に
適
用
さ
れ
る
地
震
動
と
す
る
。
 

ﾆ
.
 
建
物
・
構

築
物
の
保
有
水
平
耐
力
（
ﾍ
.
、
ﾄ
.
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

建
物

・
構

築
物

に
つ

い
て

は
、

当
該

建
物

・
構

築
物

の
保

有
水

平
耐

力
が

必
要

保
有

水
平

耐
力

に
対

し
て

耐
震

重
要

度
又

は
重

大
事

故
等

対
処

施
設

が
代

替
す

る
機

能
を

有

す
る

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

が
属

す
る

耐
震

重
要

度
分

類
の

ク
ラ

ス
に

応
じ

た
安

全

余
裕
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

こ
こ

で
、

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が
設

置
さ

れ
る

重
大

事
故

等
対

処
施

設
に

つ
い

て
は

、
上

記
に

お
け

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

が
代

替
す

る
機

能
を

有
す

る
設

計
基

準

事
故
対
処
設
備
が
属
す
る
耐
震
重
要
度
分
類
を
S
ク
ラ
ス
と
す
る
。
 

ﾎ
.
 
気
密
性
、
止
水
性
、
遮
蔽
性
を
考
慮
す
る
施
設
 

構
造

強
度

の
確

保
に

加
え

て
気

密
性

、
止

水
性

、
遮

蔽
性

が
必

要
な

建
物

・
構

築
物

に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
を
維
持
で
き
る
許
容
限
界
を
適
切
に
設
定
す
る
。
 

ﾍ
.
 
屋
外
重
要
土
木
構
造
物
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事

故
緩
和
設

備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
土
木
構
造
物
 

(
ｲ
)
 
静
的
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
対
す
る
許
容
限
界
 

安
全

上
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
に

よ
る

許
容

応
力

度
を

許
容

限
界

と
す
る
。
 

(
ﾛ
)
 
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
対
す
る
許
容
限
界

 

構
造
部
材
の
曲
げ
に
つ
い
て
は
、
曲
げ
耐
力
、
限
界
層
間
変
形
角
又
は
圧
縮
縁
コ

ン
ク
リ
ー
ト
限
界
ひ
ず
み
に
対
し
て
妥
当
な
安
全
余
裕
を
持
た
せ

る
こ
と
と
し
、
構

造
部
材
の
せ
ん
断
に
つ
い
て
は
、
せ
ん
断
耐
力
に
対
し
て
妥
当
な
安
全
余
裕
を
持
た

せ
る
こ
と

と
す
る
。
た
だ
し
、
構
造
部
材
の
曲
げ
、
せ
ん
断
に
対

し
て
、
許
容
応
力

度
を
適
用

す
る
こ
と
で
、
安
全
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
 

そ
れ
ぞ

れ
の
安
全
余
裕
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
の
機
能
要
求
等
を
踏
ま
え
設
定
す

る
。
 

ﾄ
.
 
そ
の
他
の
土
木
構
造
物
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大

事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
土
木
構
造
物
 

安
全

上
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
に

よ
る

許
容

応
力

度
を

許
容

限
界

と
す

る
。
 

(
b
)
 
機
器
・
配
管
系
（
(
c
)
に
記
載
の
も
の
を
除
く
。
）
 

ｲ
.
 
S
ク
ラ
ス

の
機
器
・
配
管
系
及
び
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重

大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
機
器
・
配
管
系
 

(
ｲ
)
 
弾

性
設

計
用

地
震

動
に

よ
る

地
震

力
又

は
静

的
地

震
力

と
の

組
合

せ
に

対
す

る

許
容
限

界
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応
答
が

全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
も
の
と
す
る
。
 

た
だ
し

、
１
次
冷
却
材
喪
失
事
故
時
に
作
用
す
る
荷
重
と
の
組
合
せ
（
原
子
炉
格

納
容

器
及

び
非

常
用

炉
心

冷
却

設
備

等
に

お
け

る
長

期
的

荷
重

と
の

組
合

せ
を

除

く
。
）
に

対
し
て
は
、
下
記
(
ﾛ
)
に
示
す
許
容
限
界
を
適
用
す
る
。
 

ま
た

、
重

大
事

故
等

時
に

作
用

す
る

荷
重

と
の

組
合

せ
に

対
し

て
は

、
下

記
(
ﾛ
)

に
示
す
許

容
限
界
を
適
用
す
る
。
 

(
ﾛ
)
 
基
準
地

震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
対
す
る
許
容
限
界
 

塑
性
ひ

ず
み
が
生
じ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
量
が
小
さ
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ

て
破
断
延
性
限
界
に
十
分
な
余
裕
を
有
し
、
そ
の
施
設
に
要
求
さ
れ
る
機
能
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
応
力
、
荷
重
等
を
制
限
す
る
。
 

ま
た
、
地
震
時
又
は
地
震
後
に
動
的
機
能
又
は
電
気
的
機
能
が
要
求
さ
れ
る
機
器

に
つ
い
て

は
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
応
答
に
対
し
て
、
実
証
試
験
等
に
よ
り
確
認
さ

れ
て

い
る

機
能

確
認

済
加

速
度

等
を

許
容

限
界

と
す

る
。

当
該

機
器

が
J
E
A
G
4
6
0
1

に
規
定
さ
れ
て
い
る
機
種
、
形
式
、
適
用
範
囲
等
と
大
き
く
異
な
る
場
合
又
は
機
器

の
地
震
応
答
解
析
結
果
の
応
答
値
が

J
E
A
G
4
6
0
1
の
規
定
を
参
考

に
し
て
設
定
さ
れ

た
機
能
確
認
済
加
速
度
を
超
え
る
場
合
（
評
価
方
法
が

J
E
A
G
4
6
0
1
に
規
定
さ
れ
て

い
る

場
合

を
除

く
。
）

に
つ

い
て

は
、

既
往

の
研

究
等

を
参

考
に

異
常

要
因

分
析

を

実
施
し
、
当
該
分
析
に
基
づ
き
抽
出
し
た
評
価
項
目
が
評
価
基
準
値
を
超
え
な
い
よ

う
制
限
す

る
。
 

ﾛ
.
 
B
ク
ラ
ス
及
び

C
ク
ラ
ス
の
機
器
・
配
管
系
並
び
に
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止

設
備

以
外

の
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

の
機

器
・
配
管

系
 

応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
こ
と
と
す
る
。
 

ﾊ
.
 
燃
料
集
合
体
 

地
震

時
に

作
用

す
る

荷
重

に
対

し
て

、
燃

料
集

合
体

の
１

次
冷

却
材

流
路

を
維

持
で

き
る

こ
と

及
び

過
大

な
変

形
や

破
損

を
生

じ
る

こ
と

に
よ

り
制

御
棒

の
挿

入
が

阻
害

さ

れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ﾆ
.
 
燃
料
被
覆
材
 

炉
心

内
の

燃
料

被
覆

材
の

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め

の
機

能
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お
り
確
認
す
る
。
 

通
常

運
転

時
及

び
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
に

生
じ

る
そ

れ
ぞ

れ
の

荷
重

と
、

弾
性

設
計

用
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

又
は

静
的

地
震

力
の

い
ず

れ
か

大
き

い
方

の
地

震

力
を

組
み

合
わ

せ
た

荷
重

条
件

に
対

し
て

、
炉

心
内

の
燃

料
被

覆
材

の
応

答
が

全
体

的

に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

通
常

運
転

時
及

び
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
に

生
じ

る
そ

れ
ぞ

れ
の

荷
重

と
基

準
地

震
動

に
よ

る
地

震
力

を
組

み
合

わ
せ

た
荷

重
条

件
に

よ
り

塑
性

ひ
ず

み
が

生
じ

る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

そ
の

量
が

小
さ

な
レ

ベ
ル

に
留

ま
っ

て
破

断
延

性
限

界
に

十
分

な

余
裕

を
有

し
、

放
射

性
物

質
の

閉
じ

込
め

の
機

能
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

を
確

認
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す
る
。
 

(
c
)
 
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止
設
備
又
は
津
波

監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
 

津
波
防
護
施
設

及
び
浸
水
防
止
設
備
又
は
津
波
監
視
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物

に
つ
い
て
は
、
当

該
施
設
及
び
建
物
・
構
築
物
が
構
造
全
体
と
し
て
の
変
形
能
力
（
終
局
耐

力
時
の
変
形
）
に
つ
い
て
十
分
な
余
裕
を
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
設
に
要
求
さ
れ
る
機

能
（
津
波
防
護
機

能
及
び
浸
水
防
止
機
能
）
が
保
持
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

浸
水
防
止
設
備

及
び
津
波
監
視
設
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
備
に
要
求
さ
れ
る
機
能
（
浸

水
防
止
機
能
及
び

津
波
監
視
機
能
）
が
保
持
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

 (
5
)
 
設
計
に
お
け
る
留
意
事
項
 

耐
震

重
要

施
設

及
び

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

又
は

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

が

設
置

さ
れ

る
重

大
事

故
等

対
処

施
設

（
以

下
「

上
位

ク
ラ

ス
施

設
」

と
い

う
。
）

は
、

下
位

ク
ラ

ス
施
設
の
波
及
的
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
機
能
又
は
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め

に
必

要
な

機
能

（
以

下
「

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

有
す

る
機

能
」

と
い

う
。
）

を
損

な
わ

な
い

設
計

と
す
る
。
こ
の
設
計
に
お
け
る
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
敷
地
全
体
を
俯
瞰
し
た
調
査
・
検
討
を
行

う
。
 

こ
こ
で
、
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
以
外
の
発
電
所
内
に
あ
る
施
設
（
資
機

材
等
含
む
）
を
い
う
。
 

上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
対
す
る
波
及
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す

a
.
か

ら
d
.
の

4
 
つ
の

事
項
か
ら
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
地
震
被
害
情
報
等
か
ら
新
た
に
検
討
す
べ
き

事
項
が
抽
出
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
追
加
す
る
。
 

a
.
 
設

置
地

盤
及

び
地

震
応

答
性

状
の

相
違

等
に

起
因

す
る

不
等

沈
下

又
は

相
対

変
位

に
よ

る
影

響
 

(
a
)
 
不
等
沈
下
 

上
位
ク
ラ
ス
施

設
は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
に
よ
る

下
位
ク
ラ
ス
施
設

の
設
置
地
盤
の
不
等
沈
下
に
よ
り
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
有
す
る
機
能
を

損
な
わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

(
b
)
 
相
対
変
位
 

上
位
ク
ラ
ス
施
設
は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
に
よ
る

下
位
ク
ラ
ス
施
設

と
の
相
対
変
位
に
よ
り
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
有
す
る
機
能
を
損
な
わ
な

い
設
計
と
す
る
。
 

 

b
.
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響
 

上
位
ク
ラ
ス
施
設

は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
に
対
し
て
、

接
続

す
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

損
傷

す
る

こ
と

に
よ

り
、

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

有
す

る
機

能
を

損
な
わ
な
い
設
計
と

す
る
。
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c
.
 
建

屋
内

に
お

け
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

損
傷

、
転

倒
及

び
落

下
等

に
よ

る
上

位
ク

ラ
ス

施
設

へ
の
影
響
 

上
位

ク
ラ

ス
施

設
は

、
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
設

計
に

用
い

る
地

震
動

又
は

地
震

力
に

よ
る

建

屋
内

の
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
損

傷
、

転
倒

及
び

落
下

等
に

よ
り

、
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能
を
損
な
わ
な
い

設
計
と
す
る
。
 

 

d
.
 
建

屋
外

に
お

け
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

損
傷

、
転

倒
及

び
落

下
等

に
よ

る
上

位
ク

ラ
ス

施
設

へ
の
影
響
 

(
a
)
 
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
 

上
位
ク
ラ
ス
施

設
は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
に
よ
る

建
屋
外
の
下
位
ク

ラ
ス
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
り
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
有

す
る
機
能
を
損
な

わ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

(
b
)
 
周
辺
斜
面
の
崩
壊
 

上
位
ク
ラ
ス
施

設
は
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
に
よ
っ

て
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
周
辺
の
斜
面
の
崩
壊
に
対
し
て
、
上
位
ク
ラ
ス
施
設
の
有
す
る
機

能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所
に
設
置
す
る
。
 

 

(
6
)
 
緊
急
時
対
策
所
 

緊
急
時
対
策
所
に
つ
い
て
は
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
、
重
大
事
故
に
対
処
す

る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
設
計
と
す
る
。
 

緊
急
時
対
策
所
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
耐
震
構
造
と
し
、
遮
蔽
性
能
を
担
保
す
る
。
ま
た
、
緊

急
時
対
策
所
内
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
時
対
策
所
換
気
設
備
の
性
能
と
あ
い
ま
っ
て

十
分
な
気
密
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
、
過
度
な
破
損
・
変

形
等
が
生
じ
な
い
設
計
と
す
る
。
 

地
震

力
の

算
定

方
法

及
び

荷
重

の
組

合
せ

と
許

容
限

界
に

つ
い

て
は

、
「

(
3
)
 
地

震
力

の
算

定

方
法
」
及
び
「
(
4
)
 
荷
重
の
組
合
せ
と
許
容
限
界
」
に
示
す
建
物
・
構
築
物
及
び
機
器
・
配

管
系

の
も
の
を
適
用
す
る
。
 

             

変
更
な
し
 

             

2
.
1
.
2
 
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
壊
に
対
す
る
設
計
方
針
 

耐
震
重
要
施
設
、
常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
又
は
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ

れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
及
び
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
つ
い
て
は
、
基

準
地
震
動
に
よ
る

地
震
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
周
辺
の
斜
面
の
崩
壊
に
対
し
て
、
必
要

な
機
能
が
損
な
わ

れ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
所
に
設
置
す
る
。
 

 

2
.
1
.
2
 
地
震
に
よ
る
周
辺
斜
面
の
崩
壊
に
対
す
る
設
計
方
針
 

 

変
更
な
し
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（
続
き
）
 

変
更

前
 

変
更

後
 

中 央 制 御 室 機 能
 

中
央
制
御
盤
は
盤
面
機
器
(
操
作
器
、
指
示
計
、
警
報
表
示
)
を
シ
ス
テ
ム
毎
に
グ
ル
ー
プ
化
し
た
配
列
及
び
色

分
け
に
よ
る
識
別
や
操
作
器
(
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
イ
ッ
チ
)
の
コ
ー
ド
化
(
色
、
形
状
、
大
き
さ
等
の
視
覚
的
要
素
で

の
識
別
)
等
を
行
う
こ
と
で
、
通
常
運
転
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
運
転
員

の
誤
操
作
を
防
止
す
る
と
と
も
に
容
易
に
操
作
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

当
該
操
作
が
必
要
と
な
る
理
由
と
な
っ
た
事
象
が
有
意
な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も
た
ら
さ
れ
る
環
境
条
件

及
び
発
電
用
原
子
炉
施
設
で
有
意
な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も
た
ら
さ
れ
る
環
境
条
件
(
地
震
、
内
部
火
災
、
内

部
溢
水
、
外
部
電
源
喪
失
並
び
に
燃
焼
ガ
ス
や
ば
い
煙
、
有
毒
ガ
ス
及
び
降
下
火
砕
物
に
よ
る
操
作
雰
囲
気
の
悪

化
)
を
想
定
し
て
も
、
運
転
員
が
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
応
す
る
た
め
の
設
備
を
照

明
の
確
保
に
よ
り
中
央
制
御
室
に
お
い
て
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
現
場
操
作

に
つ
い
て
も
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
操
作
が
必
要
な
箇
所
は
環
境
条
件
を
想
定

し
、
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
に
よ
り
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 

中 央 制 御 室 機 能
 

     

変
更
な
し
 

b
.
 
外
部
状
況
把
握
に
関
す
る
機
能
 

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
外
部
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
監
視
カ
メ
ラ
及
び
風
向
、
風
速
そ

の
他
の
気
象
条
件

を
測
定
で
き
る
気
象
観
測
設
備
等
を
設
置
し
、
監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
、
気
象
観
測
設
備
等
の
パ

ラ
メ
ー
タ
及
び
公

的
機
関
か
ら
の
地
震
、
津
波
、
竜
巻
情
報
等
の
入
手
に
よ
り
中
央
制
御
室
か
ら
発
電
用
原
子
炉

施
設
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
自
然
現
象
等
を
把
握
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

監
視
カ
メ
ラ
は
暗
視
機
能
等
を
持
ち
、
中
央
制
御
室
に
て
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電

所
構
内
の
状
況

(
海
側
、
山
側
)
を
昼
夜
に
わ
た
り
把
握
で
き
る
機
能
を
有
す
る
。
 

な
お
、
監
視
カ
メ
ラ
の
う
ち
海
面
監
視
カ
メ
ラ
（
浸
水
防
護
施
設
の
設
備
を
計
測
制
御
系
統

施
設
の
設
備
と
し

て
兼
用
）
は
、
地
震
荷
重
等
を
考
慮
し
必
要
な
強
度
を
有
す
る
設
計
と
す
る
と
と
も
に
、

非
常
用
所
内
電
源
設
備

か
ら
給
電
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

 

c
.
 
有
毒
ガ
ス
に
対
す
る
防
護
措
置
 

中
央
制
御
室
は
、
有
毒
ガ
ス
が
運
転
員
に
及
ぼ
す
影
響
に
よ
り
、
運
転
員
の
対
処
能
力
が
著
し
く
低
下
し
、
安

全
施
設
の
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
中
央
制
御
室
内
に
と
ど
ま
り
必
要
な
操
作
、
措
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

敷
地
内
外
に
お
い
て
貯
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質

（
以
下
「
固
定
源
」
と
い
う
。
）
及
び
敷
地
内
に
お
い
て
輸
送
手
段
の
輸
送
容
器
に
保
管
さ
れ
て
い
る
有
毒
ガ
ス
を

発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
毒
化
学
物
質
（
以
下
「
可
動
源
」
と
い
う
。
）
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
有
毒
ガ
ス
が
発
 

b
.
 
外
部
状
況
把
握
に
関
す
る
機
能
 

    

変
更
な
し
 

  

   

c
.
 
有
毒
ガ
ス
に
対
す
る
防
護
措
置
 

   

変
更
な
し
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（
続
き
）
 

変
更

前
 

変
更

後
 

中 央 制 御 室 機 能
 

生
し
た
場
合
の
影
響
評
価
（
以
下
「
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
。
 

有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
「
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」
を
参
照
し
て

評
価
を
実
施
し
、
有
毒
ガ
ス
が
大
気
中
に
多
量
に
放
出
さ
れ
る
か
の
観
点
か
ら
、
有
毒
化
学
物
質
の
性
状
、
貯
蔵

状
況
等
を
踏
ま
え
固
定
源
及
び
可
動
源
を
特
定
す
る
。
固
定
源
に
対
し
て
は
、
固
定
源
の
有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る

影
響
評
価
に
用
い
る
防
液
堤
等
の
設
置
状
況
を
踏
ま
え
評
価
条
件
を
設
定
し
、
運
転
員
の
吸
気
中
の
有
毒
ガ
ス
濃

度
の
評
価
結
果
が
有
毒
ガ
ス
防
護
の
た
め
の
判
断
基
準
値
を
下
回
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転
員
を
防
護
で
き
る
設
計

と
す
る
。
可
動
源
に
対
し
て
は
、
中
央
制
御
室
換
気
空
調
設
備
の
隔
離
等
の
対
策
に
よ
り
、
運
転
員
を
防
護
で
き

る
設
計
と
す
る
。
 

有
毒
ガ
ス
防
護
に
係
る
影
響
評
価
に
お
い
て
、
有
毒
ガ
ス
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
防
液
堤
等
は
、

適
切
に
保
守
点
検
す
る
と
と
も
に
運
用
管
理
を
実
施
す
る
。
 

 

ｄ
.
 
居
住
性
の
確
保
 

中
央
制
御
室
及
び
こ
れ
に
連
絡
す
る
通
路
並
び
に
運
転
員
そ
の
他
の
従
事
者
が
中
央
制
御
室
に
出
入
り
す
る
た

め
の
区
域
は
、
1
次
冷
却
系
統
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
、
中
央
制
御
室
の
気
密
性
、
遮
蔽
そ
の
他
の
適
切
な
放
射
線
防
護
措
置
、
気
体
状
の
放
射
性
物
質
並
び
に
中
央

制
御
室
外
の
火
災
等
に
よ
り
発
生
す
る
燃
焼
ガ
ス
や
ば
い
煙
、
有
毒
ガ
ス
及
び
降
下
火
砕
物
に
対
す
る
換
気
設
備

の
隔
離
そ
の
他
の
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
そ
の
他
の
発
電
用

原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
連
絡
す
る
通
路
及
び

出
入
す
る
た
め
の
区
域
は
従
事
者
が
支
障
な
く
中
央
制
御
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
重
性
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。
 
ま
た
、
出
入
す
る
た
め
の
区
域
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の

持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
、
作
業
服
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
区
画
を
設
置
で
き
る
も
の

と
す
る
。
 

重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
中
央
制
御
室
遮
へ
い
、
外
部
遮
へ
い
、
中
央
制
御
室
換
気
空
調
設

備
、
酸
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
及
び
中
央
制
御
室
用
可
搬
型

照
明
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
内
に
と
ど
ま
り
必
要
な
操
作
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、

ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
漏

え
い
し
た
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
減
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
設
備
、
中
央
制
御
室
用
可
搬
型
照
明
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
加
え
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
も
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装

置
か
ら
給
電
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
時
及
び
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
活
 

中 央 制 御 室 機 能
 

    

変
更
な
し
 

      

ｄ
.
 
居
住
性
の
確
保
 

中
央
制
御
室
及
び
こ
れ
に
連
絡
す
る
通
路
並
び
に
運
転
員
そ
の
他
の
従
事
者
が
中
央
制
御
室
に
出
入
り
す
る
た

め
の
区
域
は
、
1
次
冷
却
系
統
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
、
中
央
制
御
室
の
気
密
性
、
遮
蔽
そ
の
他
の
適
切
な
放
射
線
防
護
措
置
、
気
体
状
の
放
射
性
物
質
並
び
に
中
央

制
御
室
外
の
火
災
等
に
よ
り
発
生
す
る
燃
焼
ガ
ス
や
ば
い
煙
、
有
毒
ガ
ス
及
び
降
下
火
砕
物
に
対
す
る
換
気
設
備

の
隔
離
そ
の
他
の
適
切
な
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
停
止
そ
の
他
の
発
電
用

原
子
炉
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
と
と
も
に
連
絡
す
る
通
路
及
び

出
入
す
る
た
め
の
区
域
は
従
事
者
が
支
障
な
く
中
央
制
御
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
多
重
性
を
有
す
る
も
の

と
す
る
。
 
ま
た
、
出
入
す
る
た
め
の
区
域
は
、
重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
中
央
制
御
室
へ
の
汚
染
の

持
ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
の
身
体
サ
ー
ベ
イ
、
作
業
服
の
着
替
え
等
を
行
う
た
め
の
区
画
を
設
置
で
き
る
も
の

と
す
る
。
 

重
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
中
央
制
御
室
遮
へ
い
、
外
部
遮
へ
い
、
中
央
制
御
室
換
気
空
調
設

備
、
酸
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
及
び
中
央
制
御
室
用
可
搬
型

照
明
に
よ
り
、
中
央
制
御
室
内
に
と
ど
ま
り
必
要
な
操
作
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
炉
心
の

著
し
い
損
傷
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備
に
よ
り
、
原
子
炉
格
納
容
器
か
ら
漏

え
い
し
た
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低
減
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

中
央
制
御
室
換
気
空
調
設
備
、
中
央
制
御
室
用
可
搬
型
照
明
及
び
ア
ニ
ュ
ラ
ス
空
気
再
循
環
設
備
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
に
加
え
て
、
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時
に
お
い
て
も
代
替
電
源
設
備
で
あ
る
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

発
電
機
又
は
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
給
電
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
時
及
び
重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
、
中
央
制
御
室
内
の
酸
素
濃
度
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
活
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（
続
き
）
 

変
更

前
 

変
更

後
 

中 央 制 御 室 機 能
 

動
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
あ
る
こ
と
は
、
酸
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
(
個
数
1
(
予
備
1
)
)
 
（
予
備
は
緊
急
時

対
策
所
と
兼
用
）
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
(
個
数
1
(
予
備
1
)
)
 
（
予
備
は
緊
急
時
対
策
所
と

兼
用
）
に
よ
り
把
握
で
き
る
も
の
と
し
、
重
大
事
故
等
時
に
中
央
制
御
室
の
制
御
盤
で
の
操
作
及
び
重
大
事
故
等

時
に
身
体
サ
ー
ベ
イ
及
び
作
業
服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度
の
確
保
は
、
中
央
制
御
室
用
可
搬
型
照
明
(
1
セ
ッ

ト
6
個
、
予
備
2
個
の
合
計

8
個
)
に
よ
り
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 

ｅ
.
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
機
能
 

1
次
冷
却
系
統
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
そ
の
他
の
異
常
の
際
に
、
中
央
制
御
室
等
か
ら
人

が
立
ち
入
る
可
能
性
の
あ
る
原
子
炉
建
屋
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
等
の
建
屋
内
外
各
所
の
人
に
操
作
、
作
業
、
退
避
の

指
示
、
事
故
対
策
の
た
め
の
集
合
等
の
通
信
連
絡
を
ブ
ザ
ー
鳴
動
等
及
び
音
声
等
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。
 

ま
た
、
重
大
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
発
電
所
内
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
の
あ
る
場
所
と
通

信
連
絡
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

中 央 制 御 室 機 能
 

動
に
支
障
が
な
い
範
囲
に
あ
る
こ
と
は
、
酸
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
(
個
数
1
(
予
備
1
)
)
 
（
予
備
は
緊
急
時

対
策
所
と
兼
用
）
及
び
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
（
中
央
制
御
室
用
）
(
個
数
1
(
予
備
1
)
)
 
（
予
備
は
緊
急
時
対
策
所
と

兼
用
）
に
よ
り
把
握
で
き
る
も
の
と
し
、
重
大
事
故
等
時
に
中
央
制
御
室
の
制
御
盤
で
の
操

作
及
び
重
大
事
故
等

時
に
身
体
サ
ー
ベ
イ
及
び
作
業
服
の
着
替
え
等
に
必
要
な
照
度
の
確
保
は
、
中
央
制
御
室
用
可
搬
型
照
明
(
1
セ
ッ

ト
6
個
、
予
備
2
個
の
合
計

8
個
)
に
よ
り
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 ｅ
.
 
通
信
連
絡
に
関
す
る
機
能
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し
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変
更

前
 

変
更

後
 

象
観
測
設
備
（
個
数
1
（
予
備
1
）
）
を
保
管
す
る
。
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
は

、
重

大
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
に

、
発

電
所

に
お

い
て

風
向

、
風

速
そ

の
他

の
気

象
条

件
を

測
定

し
、

測
定

結
果

を
記

録
で

き
る

設
計

と
し

、
電

磁
的

に
記

録
、

保

存
し

、
電

源
喪

失
に

よ
り

保
存

し
た

記
録

が
失

わ
れ

な
い

設
計

と
す

る
。

記
録

は
必

要
な

容
量

を

保
存

で
き

る
設

計
と

す
る

。
ま

た
、

指
示

値
は

、
無

線
に

よ
り

伝
送

し
、

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
で
監
視
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

 

     

変
更
な
し
 

2
.
 
換
気

装
置
、
生
体
遮
蔽
装
置
 

2
.
1
 
中
央
制
御
室
、
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た
め
の
防
護
措
置
 

中
央

制
御

室
及

び
こ

れ
に

連
絡

す
る

通
路

並
び

に
運

転
員

そ
の

他
の

従
事

者
が

中
央

制
御

室
に

出
入

り
す

る
た

め
の

区
域

は
、

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

等
の

設
計

基
準

事
故

時
に

、
中

央
制

御
室

内
に

と
ど

ま

り
必

要
な

操
作

、
措

置
を

行
う

運
転

員
が

過
度

の
被

ば
く

を
受

け
な

い
よ

う
施

設
し

、
運

転
員

の
勤

務

形
態

を
考

慮
し

、
事

故
後

3
0
日

間
に

お
い

て
、

運
転

員
が

中
央

制
御

室
に

入
り

、
と

ど
ま

っ
て

も
、

中

央
制

御
室

遮
へ

い
を

透
過

す
る

放
射

線
に

よ
る

線
量

、
中

央
制

御
室

に
取

り
込

ま
れ

た
外

気
に

よ
る

線

量
及

び
入

退
域

時
の

線
量

が
、

中
央

制
御

室
の

気
密

性
並

び
に

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備
、

中
央

制

御
室

遮
へ

い
及

び
外

部
遮

へ
い

の
機

能
と

あ
い

ま
っ

て
、
「

原
子

力
発

電
所

中
央

制
御

室
の

居
住

性
に

係

る
被

ば
く

評
価

手
法

に
つ

い
て

（
内

規
）
」

に
基

づ
く

被
ば

く
評

価
に

よ
り

、
「

核
原

料
物

質
又

は
核

燃

料
物

質
の

製
錬

の
事

業
に

関
す

る
規

則
等

の
規

定
に

基
づ

く
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示

」
に

示
さ

れ

る
1
0
0
m
S
v
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
。

ま
た

、
気

体
状

の
放

射
性

物
質

及
び

中
央

制
御

室
外

の
火

災
等

に
よ

り
発

生
す

る
燃

焼
ガ

ス
又

は
ば

い
煙

、
有

毒
ガ

ス
及

び
降

下
火

砕
物

に
対

す
る

換
気

設
備

の
隔

離

そ
の
他
の
適
切
に
防
護
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
設
計
と
す
る
。
 

運
転

員
の

被
ば

く
の

観
点

か
ら

結
果

が
も

厳
し

く
な

る
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

運
転

員
が

と

ど
ま

る
た

め
に

必
要

な
設

備
を

施
設

し
、

中
央

制
御

室
遮

へ
い

を
透

過
す

る
放

射
線

に
よ

る
線

量
、

中

央
制

御
室

に
取

り
込

ま
れ

た
外

気
に

よ
る

線
量

及
び

入
退

域
時

の
線

量
が

、
全

面
マ

ス
ク

等
の

着
用

及

び
運

転
員

の
交

代
要

員
体

制
を

考
慮

し
、

そ
の

実
施

の
た

め
の

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
で

、
中

央
制

御

室
の

気
密

性
並

び
に

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備
、

中
央

制
御

室
遮

へ
い

及
び

外
部

遮
へ

い
の

機
能

と

あ
い

ま
っ

て
、

運
転

員
の

実
効

線
量

が
7
日

間
で

1
0
0m
S
v
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
。

重
大

事
故

等
時

の

居
住

性
に

係
る

被
ば

く
評

価
で

は
、

設
計

基
準

事
故

時
の

手
法

を
参

考
に

す
る

と
と

も
に

、
重

大
事

故

等
時

に
放

出
さ

れ
る

放
射

性
物

質
の

種
類

、
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備

の
起
動
遅
れ
等
、
重
大
事
故
等
時
の
評
価
条
件
を
適
切
に
考
慮
す
る
。
 

設
計

基
準

事
故

時
及

び
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
、

中
央

制
御

室
内

の
酸

素
濃

度
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

が
活

動
に

支
障

が
な

い
範

囲
に

あ
る

こ
と

を
把

握
で

き
る

よ
う

計
測

制
御

系
統

施
設

の
可

搬
型

の

酸
素

濃
度

計
（

中
央

制
御

室
用

）
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
（

中
央

制
御

室
用

）
を

使
用

し
、

中
央

制

御
室
の
居
住
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

重
大

事
故

等
が

発
生

し
、

中
央

制
御

室
の

外
側

が
放

射
性

物
質

に
よ

り
汚

染
し

た
よ

う
な

状
況

下
に

お
い

て
、

運
転

員
が

中
央

制
御

室
の

外
側

か
ら

室
内

に
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

持
ち

込
む

こ
と

を

防
止

す
る

た
め

、
身

体
サ

ー
ベ

イ
及

び
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
を

設
け

る
設

計
と

し
、

身
体

サ
ー

ベ
イ

の
結

果
、

運
転

員
の

汚
染

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

運
転

員
の

除
染

を
行

う
こ

と

2
.
 
換
気
装
置
、
生
体
遮
蔽
装
置
 

2
.
1
 
中
央
制
御
室
、
緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
を
確
保
す
る
た
め
の
防
護
措
置
 

中
央

制
御

室
及

び
こ

れ
に

連
絡

す
る

通
路

並
び

に
運

転
員

そ
の

他
の

従
事

者
が

中
央

制
御

室
に

出
入

り
す

る
た

め
の

区
域

は
、

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

等
の

設
計

基
準

事
故

時
に

、
中

央
制

御
室

内
に

と
ど

ま

り
必

要
な

操
作

、
措

置
を

行
う

運
転

員
が

過
度

の
被

ば
く

を
受

け
な

い
よ

う
施

設
し

、
運

転
員

の
勤

務

形
態

を
考

慮
し

、
事

故
後

3
0
日

間
に

お
い

て
、

運
転

員
が

中
央

制
御

室
に

入
り

、
と

ど
ま

っ
て

も
、

中

央
制

御
室

遮
へ

い
を

透
過

す
る

放
射

線
に

よ
る

線
量

、
中

央
制

御
室

に
取

り
込

ま
れ

た
外

気
に

よ
る

線

量
及

び
入

退
域

時
の

線
量

が
、

中
央

制
御

室
の

気
密

性
並

び
に

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備
、

中
央

制

御
室

遮
へ

い
及

び
外

部
遮

へ
い

の
機

能
と

あ
い

ま
っ

て
、
「

原
子

力
発

電
所

中
央

制
御

室
の

居
住

性
に

係

る
被

ば
く

評
価

手
法

に
つ

い
て

（
内

規
）
」

に
基

づ
く

被
ば

く
評

価
に

よ
り

、
「

核
原

料
物

質
又

は
核

燃

料
物

質
の

製
錬

の
事

業
に

関
す

る
規

則
等

の
規

定
に

基
づ

く
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示

」
に

示
さ

れ

る
1
0
0
m
S
v
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
。

ま
た

、
気

体
状

の
放

射
性

物
質

及
び

中
央

制
御

室
外

の
火

災
等

に
よ

り
発

生
す

る
燃

焼
ガ

ス
又

は
ば

い
煙

、
有

毒
ガ

ス
及

び
降

下
火

砕
物

に
対

す
る

換
気

設
備

の
隔

離

そ
の
他
の
適
切
に
防
護
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
設
計
と
す
る
。
 

運
転

員
の

被
ば

く
の

観
点

か
ら

結
果

が
も

厳
し

く
な

る
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
も

運
転

員
が

と

ど
ま

る
た

め
に

必
要

な
設

備
を

施
設

し
、

中
央

制
御

室
遮

へ
い

を
透

過
す

る
放

射
線

に
よ

る
線

量
、

中

央
制

御
室

に
取

り
込

ま
れ

た
外

気
に

よ
る

線
量

及
び

入
退

域
時

の
線

量
が

、
全

面
マ

ス
ク

等
の

着
用

及

び
運

転
員

の
交

代
要

員
体

制
を

考
慮

し
、

そ
の

実
施

の
た

め
の

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
で

、
中

央
制

御

室
の

気
密

性
並

び
に

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備
、

中
央

制
御

室
遮

へ
い

及
び

外
部

遮
へ

い
の

機
能

と

あ
い

ま
っ

て
、

運
転

員
の

実
効

線
量

が
7
日

間
で

1
0
0m
S
v
を

超
え

な
い

設
計

と
す

る
。

重
大

事
故

等
時

の

居
住

性
に

係
る

被
ば

く
評

価
で

は
、

設
計

基
準

事
故

時
の

手
法

を
参

考
に

す
る

と
と

も
に

、
重

大
事

故

等
時

に
放

出
さ

れ
る

放
射

性
物

質
の

種
類

、
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

中
央

制
御

室
換

気
空

調
設

備

の
起
動
遅
れ
等
、
重
大
事
故
等
時
の
評
価
条
件
を
適
切
に
考
慮
す
る
。
 

設
計

基
準

事
故

時
及

び
重

大
事

故
等

時
に

お
い

て
、

中
央

制
御

室
内

の
酸

素
濃

度
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

が
活

動
に

支
障

が
な

い
範

囲
に

あ
る

こ
と

を
把

握
で

き
る

よ
う

計
測

制
御

系
統

施
設

の
可

搬
型

の

酸
素

濃
度

計
（

中
央

制
御

室
用

）
及

び
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
（

中
央

制
御

室
用

）
を

使
用

し
、

中
央

制

御
室
の
居
住
性
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

重
大

事
故

等
が

発
生

し
、

中
央

制
御

室
の

外
側

が
放

射
性

物
質

に
よ

り
汚

染
し

た
よ

う
な

状
況

下
に

お
い

て
、

運
転

員
が

中
央

制
御

室
の

外
側

か
ら

室
内

に
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

持
ち

込
む

こ
と

を

防
止

す
る

た
め

、
身

体
サ

ー
ベ

イ
及

び
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
を

設
け

る
設

計
と

し
、

身
体

サ
ー

ベ
イ

の
結

果
、

運
転

員
の

汚
染

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
、

運
転

員
の

除
染

を
行

う
こ

と



－
Ⅱ
-
6
-
4
-
7
－
 

変
更

前
 

変
更

後
 

が
で
き
る
区
画
を
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
う
区
画
に
隣
接
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
慮
す
る
。
 

中
央

制
御

室
と

身
体

サ
ー

ベ
イ

及
び

作
業

服
の

着
替

え
等

を
行

う
た

め
の

区
画

の
照

明
は

、
計

測
制

御
系

統
施

設
の

中
央

制
御

室
用

可
搬

型
照

明
を

使
用

す
る

。
ま

た
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た

場
合

に
お

い
て

、
原

子
炉

格
納

施
設

の
ア

ニ
ュ

ラ
ス

空
気

再
循

環
設

備
に

よ
り

、
原

子
炉

格
納

容
器

か

ら
漏

え
い

し
た

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

減
で

き
る

設
計

と
す

る
。

中
央

制
御

室
換

気
空

調

設
備

、
中

央
制

御
室

用
可

搬
型

照
明

及
び

ア
ニ

ュ
ラ

ス
空

気
再

循
環

設
備

は
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

に

加
え

て
、

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

に
お

い
て

も
代

替
電

源
設

備
で

あ
る

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

か

ら
給
電
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

、
緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
を

確
保

す
る

た
め

の
設

備
と

し
て

、
緊

急
時

対
策
所
換
気
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
遮
へ
い
及
び
外
部
遮
へ
い
を
設
け
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

換
気

設
備

は
、

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
内

へ
の

希
ガ

ス
等

の
放

射
性

物
質

の
侵

入

を
低

減
又

は
防

止
す

る
と

と
も

に
、

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
の

気
密

性
に

対
し

て
十

分
な

余
裕

を
考

慮
し

た
換

気
設

計
を

行
い

、
緊

急
時

対
策

所
(
E
L
.
3
2
m
)
の

気
密

性
並

び
に

緊
急

時
対

策
所

遮
へ

い
及

び

外
部
遮
へ
い
の
性
能
と
あ
い
ま
っ
て
、
居
住
性
に
係
る
判
断
基
準
を
満
足
す
る
設
計
と
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

遮
へ

い
及

び
外

部
遮

へ
い

は
、

緊
急

時
対

策
所

(
EL
.
3
2
m
)
の

気
密

性
及

び
緊

急
時

対

策
所
換
気
設
備
の
性
能
と
あ
い
ま
っ
て
、
居
住
性
に
係
る
判
断
基
準
を
満
足
す
る
設
計
と
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
は

、
重

大
事

故
等

が
発

生
し

、
緊

急
時

対
策

所
(
E
L
.
3
2
m
)
の

外
側

が
放

射

性
物

質
に

よ
り

汚
染

し
た

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

、
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る
た

め
の

対
策

要
員

が

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
の

外
側

か
ら

室
内

に
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

持
ち

込
む

こ
と

を
防

止
で

き
る

よ
う

、
身

体
サ

ー
ベ

イ
及

び
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

身
体

サ
ー

ベ
イ

の
結

果
、

対
策

要
員

の
汚

染
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
対

策
要

員
の

除
染

を
行

う

こ
と

が
で

き
る

区
画

を
、

身
体

サ
ー

ベ
イ

を
行

う
区

画
に

隣
接

し
て

設
置

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

考

慮
す
る
。
 

身
体

サ
ー

ベ
イ

、
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
で

は
、

放
射

線
管

理
用

計
測

装
置

等
を

用
い
て
出
入
管
理
を
行
い
、
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
。
 

 

   

が
で
き
る
区
画
を
身
体
サ
ー
ベ
イ
を
行
う
区
画
に
隣
接
し
て
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
慮
す
る
。
 

中
央

制
御

室
と

身
体

サ
ー

ベ
イ

及
び

作
業

服
の

着
替

え
等

を
行

う
た

め
の

区
画

の
照

明
は

、
計

測
制

御
系

統
施

設
の

中
央

制
御

室
用

可
搬

型
照

明
を

使
用

す
る

。
ま

た
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た

場
合

に
お

い
て

、
原

子
炉

格
納

施
設

の
ア

ニ
ュ

ラ
ス

空
気

再
循

環
設

備
に

よ
り

、
原

子
炉

格
納

容
器

か

ら
漏

え
い

し
た

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

を
低

減
で

き
る

設
計

と
す

る
。

中
央

制
御

室
換

気
空

調

設
備

、
中

央
制

御
室

用
可

搬
型

照
明

及
び

ア
ニ

ュ
ラ

ス
空

気
再

循
環

設
備

は
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

に

加
え

て
、

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

に
お

い
て

も
代

替
電

源
設

備
で

あ
る

非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電

機
又
は
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
か
ら
給
電
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

重
大

事
故

等
時

に
お

い
て

、
緊

急
時

対
策

所
の

居
住

性
を

確
保

す
る

た
め

の
設

備
と

し
て

、
緊

急
時

対
策
所
換
気
設
備
、
緊
急
時
対
策
所
遮
へ
い
及
び
外
部
遮
へ
い
を
設
け
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

換
気

設
備

は
、

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
内

へ
の

希
ガ

ス
等

の
放

射
性

物
質

の
侵

入

を
低

減
又

は
防

止
す

る
と

と
も

に
、

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
の

気
密

性
に

対
し

て
十

分
な

余
裕

を
考

慮
し

た
換

気
設

計
を

行
い

、
緊

急
時

対
策

所
(
E
L
.
3
2
m
)
の

気
密

性
並

び
に

緊
急

時
対

策
所

遮
へ

い
及

び

外
部
遮
へ
い
の
性
能
と
あ
い
ま
っ
て
、
居
住
性
に
係
る
判
断
基
準
を
満
足
す
る
設
計
と
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

遮
へ

い
及

び
外

部
遮

へ
い

は
、

緊
急

時
対

策
所

(
EL
.
3
2
m
)
の

気
密

性
及

び
緊

急
時

対

策
所
換
気
設
備
の
性
能
と
あ
い
ま
っ
て
、
居
住
性
に
係
る
判
断
基
準
を
満
足
す
る
設
計
と
す
る
。
 

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
は

、
重

大
事

故
等

が
発

生
し

、
緊

急
時

対
策

所
(
E
L
.
3
2
m
)
の

外
側

が
放

射

性
物

質
に

よ
り

汚
染

し
た

よ
う

な
状

況
下

に
お

い
て

、
重

大
事

故
等

に
対

処
す

る
た

め
の

対
策

要
員

が

緊
急

時
対

策
所

(
E
L
.
3
2
m
)
の

外
側

か
ら

室
内

に
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

持
ち

込
む

こ
と

を
防

止
で

き
る

よ
う

、
身

体
サ

ー
ベ

イ
及

び
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
を

設
置

す
る

設
計

と
す

る
。

身
体

サ
ー

ベ
イ

の
結

果
、

対
策

要
員

の
汚

染
が

確
認

さ
れ

た
場

合
は

、
対

策
要

員
の

除
染

を
行

う

こ
と

が
で

き
る

区
画

を
、

身
体

サ
ー

ベ
イ

を
行

う
区

画
に

隣
接

し
て

設
置

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

考

慮
す
る
。
 

身
体

サ
ー

ベ
イ

、
作

業
服

の
着

替
え

等
を

行
う

た
め

の
区

画
で

は
、

放
射

線
管

理
用

計
測

装
置

等
を

用
い
て
出
入
管
理
を
行
い
、
汚
染
の
持
ち
込
み
を
防
止
す
る
。
 

 

 
（
注
）

記
載
の
適
正
化
を
行
う
。
既
工
事
計
画
書
に
は
「
非
常
用
空
冷
式
発
電
装
置
」
と
記
載
。
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変
更

前
 

変
更

後
 

な
わ

な
い
よ
う
多
様
性
を
有
す
る
設
計
と
す
る
。
 

代
替
電
気
設
備
受
電
盤
及
び
代
替
動
力
変
圧
器
を
使
用
し
た
代
替
所
内
電
気
設
備
は
、
独
立
し
た
電
路

で
系

統
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
内
電
気
設
備
で
あ
る
２
系
統
の
非
常
用
母
線
に
対
し

て
、
共
通
要
因

に
よ

っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
独
立
し
た
設
計
と
す
る
。
 

重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
動
力
回
路
に
使
用
す
る
ケ
ー
ブ
ル
は
、
負
荷
の
容
量
に
応
じ

た
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用

し
、
非
常
用
電
源
系
統
へ

接
続
す
る
か
、
非
常
用
電
源
系
統
と
独
立
し
た
代
替
所
内
電
気
系
統
へ
接

続
す

る
設
計
と
す
る
。
 

通
要
因
に
よ
っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
多
様
性
を
有
す
る
設
計
と
す
る
。
 

代
替
電
気
設
備
受
電
盤
及
び
代
替
動
力
変
圧
器
を
使
用
し
た
代
替
所
内
電
気
設
備
は
、
独
立
し
た
電
路

で
系
統
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
内
電
気
設
備
で
あ
る
２
系
統
の
非
常
用
母
線
に
対
し
て
、
共
通
要
因

に
よ
っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
独
立
し
た
設
計
と
す
る
。
 

重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
動
力
回
路
に
使
用
す
る
ケ
ー
ブ
ル
は
、
負
荷
の
容
量
に
応
じ

た
ケ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
、
非
常
用
電
源
系
統
へ
接
続
す
る
か
、
非
常
用
電
源
系
統
と
独
立
し
た
代
替
所
内
電
気
系
統
へ
接

続
す
る
設
計
と
す
る
。
 

2
.
 
交
流

電
源
設
備
 

2
.
2
 
常

設
代
替
電
源
設
備
 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

の
電

源
が

喪
失

し
た

こ
と

に
よ

り
重

大
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損

傷
及

び
運

転
停

止
中

原
子

炉
内

燃
料

体
の

著
し

い
損

傷
を

防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

交
流

負
荷

へ
電

力

を
供
給
す
る
た
め
、
常
設
代
替
電
源
設
備
と
し
て
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
設
置
す
る
。
 

  設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
電
源
が
喪
失
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
）
し
た
場
合
に
、
重
大
事
故
等
時

に
対
処
す
る
た
め
に
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
中
央
制
御
室
の
操
作
に
て
速
や
か
に
起
動
し
、
非
常
用

高
圧
母
線
へ
接
続
す
る
こ
と
で
電
力
を
供
給
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

  空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
使
用
し
た
代
替
電
源
系
統
は
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置

か
ら
非
常
用
高

圧
母
線
ま
で
の
系
統
に
お
い
て
、
独
立
し
た
電
路
で
系
統
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

か
ら
非
常
用
高
圧
母
線
ま
で
の
電
源
系
統
に
対
し
て
、
共
通
要
因
に
よ
っ
て
同
時
に
機
能

を
損
な
わ
な
い

よ
う
独
立
し
た
設
計
と
す
る
。
 

 屋
外
の
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
と
原
子
炉
補
助
建
屋
内
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
、
適
切
な
離
隔
距

離
を
持
っ
た
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
共
通
要
因
に
よ
っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な

い
よ
う
位
置
的

分
散

を
図

る
設

計
と

す
る

。
ま

た
、
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

設
備

に
よ

り
冷

却
水

を
供

給
す

る
デ

ィ
ー

ゼ

ル
発
電
機
に
対
し
、
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
設
備
に
期
待
し

な
い
空
冷
式
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
駆
動
と
す
る
こ
と
で
、
共
通
要
因
に
よ
っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ

う
多
様
性
を
有

す
る
設
計
と
す
る
。
 

   

2
.
 
交
流
電
源
設
備
 

2
.
2
 
常
設
代
替
電
源
設
備
 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

の
電

源
が

喪
失

し
た

こ
と

に
よ

り
重

大
事

故
等

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
、
炉
心
の
著
し
い
損
傷
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
内
燃
料
体

等
の
著
し
い
損

傷
及

び
運

転
停

止
中

原
子

炉
内

燃
料

体
の

著
し

い
損

傷
を

防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

交
流

負
荷

へ
電

力

を
供
給
す
る
た
め
、
常
設
代
替
電
源
設
備
と
し
て
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
（
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
制

御
用

蓄
電

池
及

び
非

常
用

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

始
動

用
蓄

電
池

を
含

む
。
）

及
び

空
冷

式
非

常
用

発
電

装

置
を
設
置
す
る
。
 

設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
の
電
源
が
喪
失
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
）
し
た
場
合
に
、
重
大
事
故
等
時

に
対

処
す

る
た

め
に

非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

又
は

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

を
中

央
制

御
室

の

操
作

に
て

速
や

か
に

起
動

し
、

非
常

用
高

圧
母

線
へ

接
続

す
る

こ
と

で
電

力
を

供
給

で
き

る
設

計
と

す

る
。
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
は
、
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置
を

経
由
し
て
、
非
常
用
高
圧
母
線
へ
接
続
す
る
設
計
と
す
る
。
 

非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
又
は
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
を
使
用
し
た
代
替
電
源
系
統
は
、
非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

又
は

空
冷

式
非

常
用

発
電

装
置

か
ら

非
常

用
高

圧
母

線
ま

で
の

系
統

に
お

い

て
、
独
立
し
た
電
路
で
系
統
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
か
ら
非
常
用
高
圧
母
線
ま
で

の
電

源
系

統
に

対
し

て
、

共
通

要
因

に
よ

っ
て

同
時

に
機

能
を

損
な

わ
な

い
よ

う
独

立
し

た
設

計
と

す

る
。
 

非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

建
屋

に
設

置
す

る
非

常
用

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
及

び
屋

外
に

設
置

す
る
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
と
原
子
炉
補
助
建
屋
内
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
は
、
適
切
な
離
隔
距
離
を

持
っ
た
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
共
通
要
因
に
よ
っ
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
位
置
的
分
散

を
図
る
設
計
と
す
る
。
ま
た
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
設
備
に
よ
り
冷
却
水
を
供
給
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
に
対
し
、
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
は
空
冷
式
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
駆
動
、
空
冷
式
非
常
用
発
電

装
置
は
空
冷
式
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
駆
動
と
す
る
こ
と
で
、
原
子
炉
補
機
冷
却
海
水
設
備
の
喪
失
を
共
通
要
因

と
し
て
同
時
に
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
多
様
性
を
有
す
る
設
計
と
す
る
。
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Ⅱ

-
8
-
4
-
3
-
2
1
/
E
－

 

 

変
更

前
 

変
更

後
 

 ・
消
防
法
（
昭
和
2
3
年
7
月
2
4
日
法
律
第
1
8
6
号
）
 

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
3
6
年
3
月
2
5
日
政
令
第
3
7
号
）
 

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
3
6
年
4
月
1
日
自
治
省
令
第
6
号
）
 

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
3
4
年
9
月
2
6
日
政
令
第
3
0
6
号
）
 

 ・
不
燃
材
料
を
定
め
る
件
（
平
成
1
2
年
建
設
省
告
示
第
 
1
4
0
0
 
号
）
 

 ・
発
電

用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
（
平
成
2
1
年
3
月
9
日
原
子

力
安
全
委
員
会
）
 

 ・
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
安

全
評

価
に

関
す

る
審

査
指

針
（

平
成

13
年

3
月

2
9
日

原
子

力
安

全
委

員

会
）
 

 ・
J
I
S
 
L
 
1
0
9
1
-
1
9
9
9
 
繊
維
製
品
の
燃
焼
性
試
験
方
法
 

 ・
I
E
E
E
 
S
t
d
 
3
8
3
-
1
9
7
4
 
垂
直
ト
レ
イ
燃
焼
試
験
 

 ・
I
E
E
E
 
S
t
d
 
1
2
0
2
-
1
9
9
1
 
垂
直
ト
レ
イ
燃
焼
試
験
 

 ・
U
L
 
1
5
8
1
（
F
o
u
r
t
h
 
E
d
i
t
i
o
n
）
1
0
8
0
.
V
W
-
1
 
垂
直
燃
焼
試
験
 

 ・
公

益
社

団
法

人
 

日
本

空
気

清
浄

協
会

「
空

気
清

浄
装

置
用

ろ
材

燃
焼

性
試

験
方

法
指

針
」
（

J
A
C
A
 
№

1
1
A
-
2
0
0
3
）
 

 ・
社
団
法
人
電
池
工
業
会
「
蓄
電
池
室
に
関
す
る
設
計
指
針
」
（
S
B
A
 
G
 
0
6
0
3
－
2
0
0
1
）
 

 

 ・
消
防
法
（
昭
和
2
3
年
7
月
2
4
日
法
律
第
1
8
6
号
）
 

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
3
6
年
3
月
2
5
日
政
令
第
3
7
号
）
 

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
3
6
年
4
月
1
日
自
治
省
令
第
6
号
）
 

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
3
4
年
9
月
2
6
日
政
令
第
3
0
6
号
）
 

 ・
不
燃
材
料
を
定
め
る
件
（
平
成
1
2
年
建
設
省
告
示
第
 
1
4
0
0
 
号
）
 

 ・
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
の
安
全
機
能
の
重
要
度
分
類
に
関
す
る
審
査
指
針
（
平
成
2
1
年
3
月
9
日
原
子

力
安
全
委
員
会
）
 

 ・
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
安

全
評

価
に

関
す

る
審

査
指

針
（

平
成

13
年

3
月

2
9
日

原
子

力
安

全
委

員

会
）
 

 ・
J
I
S
 
L
 
1
0
9
1
-
1
9
9
9
 
繊
維
製
品
の
燃
焼
性
試
験
方
法
 

 ・
I
E
E
E
 
S
t
d
 
3
8
3
-
1
9
7
4
 
垂
直
ト
レ
イ
燃
焼
試
験
 

 ・
I
E
E
E
 
S
t
d
 
1
2
0
2
-
1
9
9
1
 
垂
直
ト
レ
イ
燃
焼
試
験
 

 ・
U
L
 
1
5
8
1
（
F
o
u
r
t
h
 
E
d
i
t
i
o
n
）
1
0
8
0
.
V
W
-
1
 
垂
直
燃
焼
試
験
 

 ・
公

益
社

団
法

人
 

日
本

空
気

清
浄

協
会

「
空

気
清

浄
装

置
用

ろ
材

燃
焼

性
試

験
方

法
指

針
」
（

J
A
C
A
 
№

1
1
A
-
2
0
0
3
）
 

 ・
社
団
法
人
電
池
工
業
会
「
蓄
電
池
室
に
関
す
る
設
計
指
針
」
（
S
B
A
 
G
 
0
6
0
3
－
2
0
0
1
）
 

 ・
社
団
法
人
電
池
工
業
会
「
蓄
電
池
室
－
蓄
電
池
設
備
に
関
す
る
技
術
指
針
」
（
S
B
A
 
G
 
0
6
0
3
－
2
0
1
2
）
 

 

上
記
の

他
「
原
子
力
発
電
所
の
内
部
火
災
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」
を
参
照
す
る
。
 

 



  
原
子
炉
設

置
変
更
許
可
申
請
書
と
工
事
の
計
画
と
の
整
合
性
 

-
 資

1-
ﾇ-

1 
-  

設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
本
文
）
 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
八
）
該
当
事
項
 

工
事
の
計
画
 
該
当
事
項
 

整
合
性
 

備
考
 

ヌ
 
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設
の
構
造
及
び
設
備
 

(
２
)
非
常
用
電
源
設
備
の
構
造
 

(
ⅳ
)
代
替
電
源
設
備
 

ｂ
．
代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電
 

(
a
)
 
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）

か
ら
の
給
電
 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

の
電

源
が

喪
失

（
全

交
流

動
力

電

源
喪
失
）
し
た
場
合
に
，
ヌ
-
(
2
)
-
①

重
大
事
故
等
対
策
の
有
効

性
を

確
認

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
等

の
う

ち
必

要
な

負
荷

が

大
と

な
る

「
外

部
電

源
喪

失
時

に
非

常
用

所
内

交
流

動
力

電
源

が
喪

失
し

，
原

子
炉

補
機

冷
却

機
能

の
喪

失
及

び
１

次
冷

却
材

ポ
ン

プ
軸

封
部

か
ら

の
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
（

以
下

「
Ｒ

Ｃ
Ｐ

シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。
）
が
発
生
す
る
事
故
」
時
に
必
要

な
交

流
負

荷
へ

電
力

を
供

給
す

る
常

設
代

替
電

源
設

備
と

し

て
，
ヌ
-
(
2
)
-
②

非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
及
び
非
常
用
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
燃
料
油
貯
油
槽
を
使
用
す
る
。
 

                非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

は
，

中
央

制
御

室
で

の
操

作

に
て

速
や

か
に

起
動

し
，

非
常

用
高

圧
母

線
へ

接
続

す
る

こ
と

で
電
力
を
供
給
で
き
る
設
計
と
す
る
。
 

     

1
0
.
 
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設
 

1
0
.
2
 
代
替
電
源
設
備
 

1
0
.
2
.
2
 
設
計
方
針
 

(
2
)
 
代
替
電
源
（
交
流
）
に
よ
る
給
電
 

a
.
 
非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
代
替
電
源
（
交
流
）

か
ら
の
給
電
 

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

の
電

源
が

喪
失

（
全

交
流

動
力

電

源
喪
失
）
し
た
場
合
に
，
ヌ
-
(
2
)
-
①

重
大
事
故
等
対
策
の
有
効

性
を

確
認

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
等

の
う

ち
必

要
な

負
荷

が

大
と

な
る

「
外

部
電

源
喪

失
時

に
非

常
用

所
内

交
流

動
力

電
源

が
喪

失
し

，
原

子
炉

補
機

冷
却

機
能

の
喪

失
及

び
１

次
冷

却
材

ポ
ン

プ
軸

封
部

か
ら

の
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
（

以
下

「
Ｒ

Ｃ
Ｐ

シ
ー
ル
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
。
）
が
発
生
す
る
事
故
」
時
に
必
要

な
交

流
負

荷
へ

電
力

を
供

給
す

る
常

設
代

替
電

源
設

備
と

し

て
，
ヌ
-
(
2
)
-
②

非
常
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
，
非
常
用
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
燃
料
油
貯
油

槽
を
使
用
す
る
。
 

                

非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

は
，

中
央

制
御

室
で

の
操

作

に
て

速
や

か
に

起
動

し
，

非
常

用
高

圧
母

線
へ

接
続

す
る

こ
と

で
電
力
を
供
給
で
き
る
設
計
と

す
る
。
 

     

【
非
常
用
電
源
設
備
】
（
基
本
設
計
方
針
）
 

2
.
 
交
流
電
源
設
備
 

 2
.
2
 
常
設
代
替
電
源
設
備
 

  

設
計

基
準

事
故

対
処

設
備

の
電

源
が

喪
失

し
た

こ
と

に
よ

り

重
大

事
故

等
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
炉

心
の

著
し

い
損

傷
、

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

、
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
内

燃
料

体
等

の
著

し
い

損
傷

及
び

運
転

停
止

中
原

子
炉

内
燃

料
体

の
著

し
い

損
傷

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
交

流
負

荷
へ

電
力

を
供

給
す
る
た
め
、
常
設
代
替
電
源
設
備
と
し
て

ヌ
-
(
2
)
-
②

非
常
用

ガ
ス

タ
ー
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1. 概要 

本資料は、「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」（以下

「技術基準規則」という。）」第9条及び第54条（第1項第4号、第2項第1号及び第3項を

除く。）並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規

則の解釈」（以下「解釈」という。）に基づき、今回申請する重大事故等対処設備が使

用される条件の下における健全性について説明するものである。 

今回、健全性として、申請設備に要求される機能を有効に発揮するための、系統設計

及び構造設計に係る事項を考慮して、「多重性、多様性、独立性に係る要求事項を含め

た多重性、多様性、位置的分散に関する事項」（以下「多重性、多様性及び位置的分散」

という。）、「共用化による他号機への悪影響も含めた、機器相互の悪影響」（以下「悪影

響防止」という。）、「重大事故等対処設備に想定される事故時の環境条件（使用条件含

む）等における機器の健全性」（以下「環境条件等」という。）及び「要求される機能を

達成するために必要な操作性、試験・検査性、保守点検性等」（以下「操作性及び試験・

検査性」という。）を説明する。 

 

2. 基本方針 

重大事故等対処設備として設置する非常用ガスタービン発電機を構成する設備（以

下「非常用ガスタービン発電機設備」という。）が使用される条件の下における健全性

について、以下の4項目に分け説明する。 

 

2.1 多重性、多様性及び位置的分散 

重大事故等対処設備の多重性、多様性及び位置的分散については、平成28年3月23

日付け原規規発第1603231号にて認可された工事計画（以下「既工事計画」という。）

の添付資料6「安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下における健全

性に関する説明書」において、設計基準事故対処設備の安全機能、使用済燃料貯蔵槽

の冷却機能若しくは注水機能が共通要因によって同時に損なわれるおそれがないよ

うに、可能な限り多様性、独立性、位置的分散を考慮した設計とすることとしており、

今回申請する非常用ガスタービン発電機設備の多重性、多様性及び位置的分散の設

計方針は、既工事計画による。 

自然現象のうち地震に対する設計については、資料17「耐震性に関する説明書」に

基づき実施する。地震を除く自然現象及び外部人為事象に対する設計については、資

料2「発電用原子炉施設の自然現象等による損傷の防止に関する説明書」に基づき実

施する。溢水に対する設計については資料6「発電用原子炉施設の溢水防護に関する

説明書」に基づき実施する。火災に対する設計については、資料5「発電用原子炉施

設の火災防護に関する説明書」に基づき実施する。また、外部人為事象のうち発電用

原子炉施設への人の不法な侵入等の防止に係る設計上の考慮等については、既工事

計画の資料6「安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下における健全
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・ 発電用火力設備の技術基準の解釈 

（平成25年5月17日20130507商局第2号） 

・ 電気設備に関する技術基準を定める省令 

（平成24年9月14日経済産業省令第68号） 

・ 原子力発電工作物に係る電気設備に関する技術基準を定める命令 

(平成24年9月14日経済産業省令第70号) 

・ 発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針 

（平成13年3月29日原子力安全委員会） 

・ 原子力発電所の火災防護規程（JEAC4626－2010） 

・ 原子力発電所の火災防護指針（JEAG4607－2010） 

・ JIS A 4201－1992 建築物等の避雷設備（避雷針） 

・ JIS A 4201－2003 建築物等の雷保護 

・ JIS L 1091－1999 繊維製品の燃焼性試験方法 

・ 工場電気設備防爆委員会「工場電気設備防爆指針」（ガス蒸気防爆2006） 

・ 公益社団法人 日本空気清浄協会「空気清浄装置用ろ材燃焼性試験方法指針」 

（JACA No.11A－2003） 

・ 社団法人電池工業会「蓄電池室に関する設計指針」（SBA G 0603－2001） 

・ 社団法人電池工業会「蓄電池室－蓄電池設備に関する技術指針」（SBA G 0603

－2012） 

・“Fire Dynamics Tools(FDTS):Quantitative Fire Hazard Analysis Methods 

for the U.S.Nuclear Regulatory Commission Fire Protection Inspection 

Program,”NUREG－1805、December 2004 

・ IEEE Std 383－1974  垂直トレイ燃焼試験 

・ IEEE Std 1202－1991  垂直トレイ燃焼試験 

・ UL 1581(Fourth Edition) 1080.VW－1 垂直燃焼試験 

・ 発電用原子力設備規格 設計・建設規格（JSME S NC1－2005/2007）日本機械

学会 

・ 原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601－1987）日本電気協会 

・ 原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許容応力編 

（JEAG4601・補1984）日本電気協会 

・ 原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601－1991 追補版）日本電気協会 
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第3-1表 重大事故等対処施設（非常用ガスタービン発電機）の主な機器リスト 

火災区域・区画 重大事故等対処施設 備 考 

GT/B-1 非常用ガスタービン発電機燃料油貯油槽 A  

GT/B-2 非常用ガスタービン発電機燃料油貯油槽 B  

GT/B-4 非常用ガスタービン制御用蓄電池  

GT/B-4 非常用ガスタービン始動用蓄電池  

GT/B-5 非常用ガスタービン発電機  

GT/B-5 非常用ガスタービン発電機ガスタービン  

GT/B-5 非常用ガスタービン発電機燃料油移送ポンプ  

GT/B-5 
非常用ガスタービン発電機燃料油 

サービスタンク 
 

GT/B-7 非常用ガスタービン発電機制御盤  

GT/B-15 
非常用ガスタービン発電機メタルクラッド 

開閉装置 
 

GT/B-10 蓄電池（３系統目） ※ 

※平成 31 年２月 27 日付原子力発第 18296 号で申請した設備 
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による配置上の考慮を行う設計とする。 

(c) 水素等を内包する設備がある火災区域の換気 

水素を内包する設備である非常用ガスタービン発電機設備を設置す

る火災区域は、火災の発生を防止するために水素濃度を燃焼限界濃度

未満とするよう、以下に示す空調機器により機械換気を行う設計とす

る。（第4-2表） 

ｲ．非常用ガスタービン発電機蓄電池 

充電時に水素を発生する蓄電池を設置する火災区域は、通常時は

常用電源より給電され、全交流動力電源喪失時は非常用電源である

非常用ガスタービン発電機から給電される非常用ガスタービン発

電機蓄電池室排気ファンによる機械換気を行う設計とする。また、

非常用ガスタービン発電機蓄電池室排気ファンの故障を想定して

も換気可能なよう可搬型排気ファンを配備する設計とする。 

非常用ガスタービン制御用蓄電池室の換気空調設備が停止した

場合には、蓄電池充電時に発生する水素の蓄積を防止するために、

中央制御室に警報を発する設計とする。 

非常用ガスタービン制御用蓄電池室には、蓄電池充電時に水素が

発生することから、発火源となる直流開閉装置やインバータを設置

しない設計とする。 

 (d) 水素等を内包する設備を設置する火災区域の防爆対策 

水素を内包する設備は、本項の（a）及び（c）に示す漏えい及び拡大

防止対策並びに換気を行うことから、「電気設備に関する技術基準を定

める省令」第69条及び「工場電気設備防爆指針」に示される爆発性雰囲

気とならない。 

したがって、水素を内包する設備を設置する火災区域では、防爆型の

電気品及び計装品の使用並びに防爆を目的とした電気設備の接地対策

は不要とする設計とする。 

なお、電気設備の必要な箇所には、「原子力発電工作物に係る電気設

備に関する技術基準を定める命令」第10条、第11条に基づく接地を施す。 

 (2) 可燃性の蒸気又は可燃性の微粉の対策 

火災区域は、以下に示すとおり、可燃性の蒸気又は可燃性の微粉を高所に排

出するための設備、電気及び計装品の防爆型の採用並びに静電気を除去する装

置の設置等、可燃性の蒸気又は可燃性の微粉の対策は不要である。 

a．可燃性の蒸気 

油内包機器を設置する火災区域は、潤滑油及び燃料油が設備の外部へ漏

えいしても、引火点が室内温度よりも十分高く、機器運転時の温度よりも高

いため、可燃性蒸気を発生するおそれはない。 
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困難な場合は、以下の①項を設計の基本方針とし、具体的な設計について以下

のa．項に示す。 

①非常用ガスタービン発電機設備の機能を確保するために必要な代替材料

の使用が技術上困難な場合は、当該施設における火災に起因して他の重大

事故等対処施設及び設計基準事故対処設備において火災が発生すること

を防止するための措置を講じる。 

a．主要な構造材 

(a) 配管のパッキン類 

配管のパッキン類は、その機能を確保するために必要な代替材料

の使用が技術上困難であり、ステンレス鋼等の不燃性である金属材

料で覆われたフランジ等の狭隘部に設置し、直接火炎に晒されるこ

とはないことから、不燃性材料又は難燃性材料ではない材料を使用

する設計とする。 

(b) 金属材料内部の潤滑油 

不燃性である金属材料のポンプ、弁等の躯体内部に設置する駆動

部の潤滑油は、その機能を確保するために必要な代替材料の使用が

技術上困難であり、発火した場合でも他の重大事故等対処施設及び

設計基準事故対処設備に延焼しないことから、不燃性材料又は難燃

性材料ではない材料を使用する設計とする。 

(c) 金属材料内部の電気配線 

不燃性である金属材料のポンプ、弁等の躯体内部に設置する駆動

部の電気配線は、製造者等により機器本体と電気配線を含めて電気

用品としての安全性及び健全性が確認されているため、その機能を

確保するために必要な代替材料の使用が技術上困難であり、発火し

た場合でも、他の重大事故等対処施設及び設計基準事故対処設備に

延焼しないことから、不燃性材料又は難燃性材料ではない材料を使

用する設計とする。 

(d) 蓄電池の電槽 

蓄電池は、主要な構造材である架台に対して不燃性である金属材

料を使用しているが、蓄電池の電槽は、ABS樹脂にて製作し、耐衝撃

性や耐油性等を確保する蓄電池としての安全性及び健全性が確認さ

れているため、その機能を確保するために必要な代替材料の使用が

技術上困難である。蓄電池については、社団法人電池工業会「蓄電池

室－蓄電池設備に関する技術指針」（SBA G 0603-2012）に基づいた

設置場所の設計を実施しており、発火した場合でも、他の重大事故等

対処施設及び設計基準事故対処設備に延焼しないことから、不燃性

材料又は難燃性材料ではない材料を使用する設計とする。 
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4.3 落雷、地震等の自然現象による火災発生の防止について 

発電用原子炉施設では、落雷、地震、津波、火山の影響、森林火災、竜巻、風（台

風）、凍結、降水、積雪、生物学的事象、地滑り、洪水及び高潮の自然現象が想定

される。 

非常用ガスタービン発電機設備は、津波（高潮含む。）に伴う火災により非常用

ガスタービン発電機設備の機能が損なわれるおそれがないよう、津波（高潮含む。）

からの防護を行う。 

凍結、降水、積雪及び生物学的事象については、火源が発生する自然現象ではな

く、火山についても、火山から発電用原子炉施設に到達するまでに火山灰等が冷却

されることを考慮すると、火源が発生する自然現象ではない。 

地滑り及び洪水については、発電用原子炉施設の地形を考慮すると、火災が発生

するおそれはないことから、非常用ガスタービン発電機設備に影響を与える可能性

はない。 

したがって、非常用ガスタービン発電機設備においては、落雷及び地震に加えて、

森林火災及び竜巻（風（台風）含む。）に対して、これらの現象によって火災が発

生しないように、以下のとおり火災防護対策を講じる。 

(1) 落雷による火災の発生防止 

発電用原子炉施設内の構築物、系統及び機器は、落雷による火災発生を防止

するため、地盤面から高さ20mを超える建築物には、建築基準法に基づき「JIS 

A 4201 建築物等の避雷設備（避雷針）」に準拠した避雷設備を設置する設計

とする。 

高さ20m以下の建築物である非常用ガスタービン発電機建屋については、避

雷設備を設置する設計とする。 

また、送電線については、「4.1（4）過電流による過熱防止対策」に示すと

おり、故障回路を早期に遮断する設計とする。 

(2) 地震による火災の発生防止 

非常用ガスタービン発電機設備は、基準地震動による地震力が作用した場合

においても、十分な支持性能を持つ地盤に設置する設計とするとともに、解釈

に従った耐震設計とする。 

(3) 森林火災による火災の発生防止 

非常用ガスタービン発電機設備は、外部火災防護に関する基本方針に基づき

評価し設置した防火帯による防護等により、火災発生防止を講じる設計とする。 

(4) 竜巻（風（台風）含む。）による火災の発生防止 

非常用ガスタービン発電機設備は、建屋内等に設置することにより、火災防

護対策を講じる設計とする。  
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第 5-1 表 火災感知器の型式毎の設置状況について 

火災感知器の設置場所 火災感知器の設置型式 

一

般

エ

リ

ア 

通路部等の天井高さが 

8m未満の場所 

 

「異なる種類の火災感知器」の

設置要求を満足するため、火災

感知器を設置 

煙感知器 

（感度：煙濃度10％） 

熱感知器 

（感度：温度75℃） 

火災時に炎が生じる前の発煙

段階から感知できる煙感知器

を設置 

火災時に生じる熱を感知でき

る熱感知器を設置 

天井高さが8m以上で 

煙が拡散しない場所 

 

「異なる種類の火災感知器」の

設置要求を満足するため、火災

感知器を設置 

煙感知器 

（感度：煙濃度10％） 

炎感知器（赤外線）※ 

（炎の赤外線波長を感知） 

火災時に炎が生じる前の発煙

段階から感知できる煙感知器

を設置 

炎が発する赤外線を感知する

「炎感知器（赤外線）」を設置 

蓄電池室 

 

蓄電池は充電中に少量の水素を発生す

ることから、万が一の水素濃度上昇を

考慮 

防爆型煙感知器※ 

（感度：煙濃度10％） 

防爆型熱感知器※ 

（感度：温度80℃） 

防爆機能を有する火災感知器

として煙感知器を設置 

防爆機能を有する火災感知器

として熱感知器を設置 

非常用ガスタービン発電機 

燃料油貯油槽エリア 

 

タンク内の燃料が気化することを考慮

し、防爆型の熱感知器とし、屋外でも

火災を感知できるよう屋外仕様の炎感

知器（赤外線）を設置 

 

防爆型熱感知器※ 

（感度：温度80℃） 

屋外仕様炎感知器※ 

（赤外線） 

（炎の赤外線波長を感知） 

防爆機能を有する火災感知器

として熱感知器をタンク内部

に設置 

炎が発する赤外線を感知する

「炎感知器（赤外線）」を設置 

※：非アナログ式感知器 

 

  





 

 - 資 8-i - 

 

 

 

 

目      次 

 

頁 

1. 概要  ···························································  資8-1 

 

2. 施設の詳細設計方針  ·············································  資8-1 

2.1 通信連絡設備（発電所内）  ····································  資8-1 

2.2 通信連絡設備（発電所外）  ····································  資8-2 

 
 

 



 

- 資 8-1 - 

1. 概要 

本資料は、「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則（以下「技

術基準規則」という。）」第76条、第77条並びにそれらの「実用発電用原子炉及びその

附属施設の技術基準に関する規則の解釈（以下「解釈」という。）」に基づく通信連絡

設備について、代替電源設備である非常用ガスタービン発電機から給電できることを

説明するものである。 

また、技術基準規則第47条第4項及びその解釈に基づく通信連絡設備についても説

明するものである。 

なお、通信連絡設備の基本設計方針等については、平成28年3月23日付け原規規発

第1603231号にて認可された工事計画の添付資料10「通信連絡設備に関する説明書」

から変更はない。 

 

2. 施設の詳細設計方針 

2.1 通信連絡設備（発電所内） 

1次冷却系統に係る発電用原子炉施設の損壊又は故障その他の異常の際に、中央

制御室等から人が立ち入る可能性のある非常用ガスタービン発電機建屋内の人に

操作、作業、退避の指示、事故対策のための集合等の連絡をブザー鳴動及び音声等

により行うことができる設備として、警報装置（運転指令設備及び通信設備（発電

所内）を設置又は保管する。通信設備（発電所内）としては、運転指令設備及び電

力保安通信用電話設備を設置又は保管し、多様性を確保した設計とする。 

警報装置及び通信設備（発電所内）については、第1図に示すとおり無停電電源

に接続し、外部電源が期待できない場合でも動作可能な設計とする。 

また、重大事故等が発生した場合において、発電所内の通信連絡をする必要のあ

る場所と通信連絡を行うために必要な通信設備（発電所内）及び計測等を行った特

に重要なパラメータを発電所内の必要な場所で共有する通信設備（発電所内）並び

に緊急時対策所(EL.32m)へ重大事故等に対処するために必要なデータを伝送でき

るデータ伝送設備（発電所内）については、第1図に示すとおり代替電源設備から

給電できる設計とする。 

重大事故等の発生時に使用する衛星電話設備のうち、中央制御室に設置する衛星

電話（固定型）の電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失した

場合においても、代替電源設備である非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常用

発電装置から給電できる設計とする。また、緊急時対策所（EL.32ｍ）に設置する

衛星電話（固定型）の電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失

した場合においても、緊急時対策所用発電機から給電できる設計に変更はない。 

重大事故等の発生時に使用するデータ伝送設備（発電所内）のうち、安全パラメ

ータ表示システムの電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失し

た場合においても、代替電源設備である非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常
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用発電装置から給電できる設計とする。また、SPDS表示端末の電源は、ディーゼル

発電機に加えて、全交流動力電源が喪失した場合においても、代替電源設備である

緊急時対策所用発電機から給電できる設計に変更はない。 

 

2.2 通信連絡設備（発電所外） 

重大事故等が発生した場合において、発電所外（社内外）の通信連絡をする必要

のある場所と通信連絡を行うために必要な通信設備（発電所外）及び計測等を行っ

た特に重要なパラメータを発電所外（社内外）の必要な場所で共有する通信設備（発

電所外）並びに発電所内から発電所外の緊急時対策支援システム(ERSS)等へ必要な

データを伝送できるデータ伝送設備（発電所外）については、第1図に示すとおり

代替電源設備から給電できる設計とする。 

重大事故等の発生時に使用する衛星電話設備のうち、中央制御室に設置する衛星

電話（固定型）の電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失した

場合においても、代替電源設備である非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常用

発電装置から給電できる設計とする。また、緊急時対策所（EL.32ｍ）に設置する

衛星電話（固定型）の電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失

した場合においても、緊急時対策所用発電機から給電できる設計に変更はない。 

重大事故等の発生時に使用する安全パラメータ表示システムの電源は、ディーゼ

ル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失した場合においても、代替電源設備であ

る非常用ガスタービン発電機又は空冷式非常用発電装置から給電できる設計とす

る。 

重大事故等の発生時に使用する統合原子力防災ネットワークに接続する通信連

絡設備の電源は、ディーゼル発電機に加えて、全交流動力電源が喪失した場合にお

いても、代替電源設備である緊急時対策所用発電機から給電できる設計に変更はな

い。
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第3.1-1表 各プロセスの実施の体制 

項番号 プロセス 主管箇所 

3.3 
設計に係る品質管理の方法で行った管理

の実績に係る計画 

本店原子力部門 

  計画グループ（注） 

  安全対策検討グループ 

  耐震設計グループ 

  核物質・火災防護グループ（注） 

本店土木建築部門 

  建築技術グループ 

  地盤耐震グループ 

設備保全推進グループ 

建設計画グループ 

3.4 
工事に係る品質管理の方法及びその検査

のための方法 

本店原子力部門 

  計画グループ（注） 

  安全対策検討グループ 

  耐震設計グループ 

  核物質・火災防護グループ（注） 

本店土木建築部門 

  建築技術グループ 

  地盤耐震グループ 

設備保全推進グループ 

建設計画グループ 

伊方発電所品質保証部門 

  品質保証課 

  定検検査課 

伊方発電所発電部門 

  発電課 

  系統管理課 

伊方発電所保修部門 

  設備改良工事課 

伊方発電所土木建築部門 

  土木建築課 

  耐震工事課 

3.5 本工事計画における調達管理の方法 

本店原子力部門 

  計画グループ（注） 

  安全対策検討グループ 

  耐震設計グループ 

  核物質・火災防護グループ（注） 

本店土木建築部門 

  建築技術グループ 

  地盤耐震グループ 

設備保全推進グループ 

建設計画グループ 

伊方発電所保修部門 

  設備改良工事課 

伊方発電所土木建築部門 

  土木建築課 

  耐震工事課 

（注）保安規定（令和元年 6月 4日付け原規規発第 1906047号）の施行後は、核物質防護・工事グループ 



 
 

 

 

- 資 12-7-7 - 

 

各
段
階
 

設
計
、
工
事
及
び
検
査
の
業
務
フ
ロ
-
 

組
織

内
外

の
部

門

間
の

相
互
関
係
 

◎
：
主
担
当
 

○
：
関
連
 

実
績

 

(
○

) 

／
 

計
画

 

(
△

) 

実
 
施
 
の
 
内
 
容
 

(
設
計
、
工
事
及
び
検
査
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
活
動
の
実
施
結
果
)
 

備
 
考
 

当
 
社
 

供
給
者
 

本 店 

発 電 所 

供 給 者 

業
務
実
績
又
は
業
務
計
画
 

記
録
等
 

設 計 

3
.
3
.
3
 

(
2
)
 

 
 

◎
 

―
 

―
 

○
 

安
全

対
策

検
討

グ
ル

ー
プ

は
、

非
常

用
電

源
設

備
に

必
要
な
設
備
設
計
の
う
ち
健
全
性
に
係
る
「
多
重
性
、
多

様
性
及
び
位
置
的
分
散
」
、「

悪
影
響
防
止
等
」
、「

環
境
条

件
等
」
及
び
「
操

作
性
及
び
試
験
・
検
査
性
」
の
設
計
を

資
料
1
2
-
3
の
「
9
.
 
健
全
性
に
係
る
設
計
」
で
実
施
し
た
。 

安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ら
の
設

計
資
料
を
確
認
し
た
。
 

 b
.
 
各
機
器
固
有
の
設
計
 

(
a
)
 
耐
震
設
計
 

耐
震
設
計
グ
ル
ー
プ
は
、
耐
震
評
価
を
資
料

1
2
-
3
の
「
3
.
 
地
震
に
よ
る
損
傷
防
止
に
関
す
る

設
計
」
で
実
施
し
た
。
 

(
b
)
 
強
度
評
価
 

安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
は
、
強
度
評
価
を

資
料
1
2
-
3
の
「
1
0
.
 
材
料
及
び
構
造
に
係
る
設

計
」
で
実
施
し
た
。
 

 【
単
線
結
線
図
】
【
構
造
図
】
【
要
目
表
】
【
非
常
用
電
源
設
備
に
係
る
機
器

の
配
置
を
明
示
し
た
図
面
及
び
系
統
図
】
【
非
常
用
発
電
装
置
の
出
力
の
決

定
に
関
す
る
説
明
書
】
【
設
備
別
記
載
事
項
の
設
定
根
拠
に
関
す
る
説
明

書
】
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各
段
階
 

設
計
、
工
事
及
び
検
査
の
業
務
フ
ロ
-
 

組
織

内
外

の
部

門

間
の

相
互
関
係
 

◎
：
主
担
当
 

○
：
関
連
 

実
績

 

(
○

) 

／
 

計
画

 

(
△

) 

実
 
施
 
の
 
内
 
容
 

(
設
計
、
工
事
及
び
検
査
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
活
動
の
実
施
結
果
)
 

備
 
考
 

当
 
社
 

供
給
者
 

本 店 

発 電 所 

供 給 者 

業
務
実
績
又
は
業
務
計
画
 

記
録
等
 

設 計 

3
.
3
.
3
 

(
2
)
 

 
 

◎
 

―
 

―
 

○
 

安
全
対

策
検

討
グ
ル
ー

プ
は

、
非
常
用

電
源

設
備
に
必

要
な
設

備
設

計
の
う
ち

健
全

性
に
係
る

「
多

重
性
、
多
様

性
及
び

位
置
的

分
散
」
、
「
悪

影
響
防
止

等
」
、

｢
環
境
条
件

等
｣
及
び
「
操
作
性
及
び
試
験
・
検
査
性
」
の
設
計
を
資
料

1
2
-
3
の
「
9
.
 
健
全
性
に
係
る
設
計

」
で
実
施
し
た
。
 

安
全
対

策
検

討
グ
ル
ー

プ
リ

ー
ダ
ー
は

、
こ

れ
ら
の
設

計
資
料
を
確
認
し
た
。
 

 b
.
 
各
機
器
固
有
の
設
計
 

(
a
)
 
耐
震
設
計
 

耐
震

設
計

グ
ル

ー
プ

は
、

耐
震

評
価

を
資

料

1
2
-
3
の
「
3
.
 
地
震
に
よ
る
損
傷
防
止
に
関
す
る

設
計
」
で
実
施
し
た
。
 

 

(
b
)
 
強
度
評
価
 

安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
は
、
強
度
評
価
を
資

料
1
2
-
3
の

｢
1
0
. 

材
料

及
び

構
造

に
係

る
設

計
｣

で
実
施
し
た
。
 

 【
燃

料
系

統
図

】
【

要
目

表
】
【

構
造

図
】
【

非
常

用
電

源
設

備
に

係
る

機
器

の
配

置
を

明
示

し
た

図
面

及
び

系
統

図
】
【

設
備

別
記

載
事

項
の

設
定

根
拠

に
関
す
る
説
明
書
】
 

         

・
設
計
資
料
(
非
常
用
電
源
設
備
)
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各
段
階
 

設
計
、
工
事
及
び
検
査
の
業
務
フ
ロ
-
 

組
織

内
外

の
部

門

間
の

相
互
関
係
 

◎
：
主
担
当
 

○
：
関
連
 

実
績

 

(
○

) 

／
 

計
画

 

(
△

) 

実
 
施
 
の
 
内
 
容
 

(
設
計
、
工
事
及
び
検
査
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
に
関
す
る
活
動
の
実
施
結
果
)
 

備
 
考
 

当
 
社
 

供
給
者
 

本 店 

発 電 所 

供 給 者 

業
務
実
績
又
は
業
務
計
画
 

記
録
等
 

設 計 

3
.
3
.
3

(
2
)
 

 
 

◎
 

―
 

―
 

○
 

安
全
対
策
検
討

グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
、

a
.
項

～
b
.
項
で
と
り

ま

と
め
た
設
計
資
料
を
確
認
し
た
。
 

 

【
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
火
災
防
護
に
関
す
る
説
明
書
】
 

 

(
3
)
 
落
雷
、
地
震
等
の
自
然
現
象
に
よ
る
火
災
発
生
の
防
止
 

安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
は
、
自
然
現
象
に
関
す
る
防
護
の
基
本

設
計
方
針
を
踏
ま
え
て
、
自
然
現
象
の
性
質
を
考
慮
し
て
、
火
災
発

生
防
止
の
対
策
を
設
計
す
る
自
然
現
象
を
選
定
し
、
以
下
の

a
.
項

～

d
.
項
の
落
雷
、
地
震
等
の
自
然
現
象
に
よ
る
火
災
発
生
の
防
止
に
関

す
る
設
計
を
行
っ
た
。
 

a
.
 
落
雷
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
 

安
全
対

策
検
討

グ
ル
ー

プ
は
、

落
雷

に
よ
る
火

災
の
発

生
防

止
に
関

す
る
設

計
に
つ

い
て
、

関
係
法

令
、
民

間
規
格

、
設
備

図
書
、

委
託
報

告
書
等

を
イ
ン

プ
ッ
ト

と
し
て

避
雷
設

備
を
設

置
す
る

対
象
を

抽
出
し

、
落
雷

に
よ
る

火
災
の

発
生
防

止
の
た

め
の
避

雷
設
備

設
置
の

検
討
を

実
施
し

、
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
と
し

て
設
計
結
果
を
設
計
資
料
に
取
り
ま
と

め
た
。
 

 

b
.
 
地
震
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
 

耐
震
設
計
グ
ル
ー
プ
は
、
安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
が
、「

1
.
 

火
災
防

護
を
行

う
機
器

等
の
選

定
」
に

て
選
定

し
た
火

災
防
護

を
行
う
機
器
等
の
耐
震
評
価
を
資
料

1
2
-
3
の
「
3
.
地
震
に
よ
る

損
傷
防
止
に
関
す
る
設
計
」
で
実
施
し
た
。
 

 

c
.
 
森
林
火
災
に
よ
る
火
災
の
発
生
防
止
 

安
全
対
策
検
討
グ
ル
ー
プ
は
、
「
1
.
 
火
災
防
護
を
行
う
機
器

等
の
選

定
」
に

て
選
定

し
た
火

災
防
護

を
行
う

機
器
等

の
選
定

結
果
及

び
設
備

図
書
を

イ
ン
プ

ッ
ト
と

し
て
、

森
林
火

災
に
よ

る
火
災

の
発
生

防
止
の

た
め
の

防
火
帯

に
よ
る

防
護
の

設
計
を

実
施
し

、
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
と
し

て
、
設

計
結
果

を
設
計

資
料
に

取
り
ま
と
め
た
。
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第3-1表 非常用ガスタービン発電機の最大所要負荷リスト（注1） 

 

負荷 台数 負荷容量(kW)（注2） 

充てんポンプB 1 539(注3) 

高圧注入ポンプB 1 1,155 

高圧注入ポンプ補助油ポンプ 1 1 

中央制御室換気空調設備 1 61 

アニュラス空気再循環設備 1 25 

充電器盤B 1 65 

原子炉コントロールセンタ共通電源 1 2 

非常用ガスタービン発電機付帯設備 1式 536 

合計 － 1,845 

（注1）重大事故事象シーケンスにおいて負荷容量の合計が最大となる事象を示す。 

（注2）電磁弁、電動弁及び照明等は負荷容量が小さく又は動作時間が短時間であるた

め、負荷容量には含めない。 

（注3）高圧注入ポンプとの同時運転は不要なため、合計には含めない。 



















































































































 
                               

主
 
 
要
 
 
目
 
 
表
 

種
類

 
―
 

横
置
・
円
筒
回
転
界
磁
形
・
開
放
保
護
形
(
I
P
2
0
)
・
 

自
由
通
流
自
力
通
流
形
・
三
相
同
期
発

電
機
 

容
量

 
k
VA

/個
 

6
,0

00
 

力
率

 
％
 

8
0
（
遅
れ
）
 

電
圧

 
V 

6
,9
00
 

相
 

―
 

3 

周
波

数
 

H
z 

6
0 

回
転

速
度

 
m
in

-
1
 

1
,8
00
 

結
線

法
 

―
 

星
形
 

冷
却

方
法

 
―
 

空
冷
 

個
数

 
―
 

1 

主
要

目
表
 

取 付 箇 所 

系
統

名
 

（
ラ

イ
ン

名
）

 
―

 
非

常
用

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
 

設
置

床
 

―
 

非
常

用
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

建
屋

 

E
L
.
3
2
.
7
m
 

溢
水

防
護

上
の

 

区
画

番
号

 
―

 
G
T
-
2
-
A
 

溢
水

防
護

上
の

 

配
慮

が
必

要
な

高
さ

 
―

 
E
L
.
3
3
.
5
m
以

上
 

 
工
事
計
画
認
可
申
請
 

第
2
-
3
-
5
図
 

伊
方

発
電

所
第

３
号

機
 

そ
の
他
発
電

用
原
子
炉
の
附
属
施
設
 

非
常
用
電

源
設
備
の
構
造
図
 

（
非
常

用
発
電
装
置
）
 

非
常
用
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
 

四
国

電
力

株
式

会
社

 
(
注

)
 
寸

法
の

単
位

は
m
m
で

あ
る

。
 


